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1. はじめに 
 

 10 月 10 日から 11 日の二日間にわたり、全国各地から 120 数名もの方々が一橋大学に集い、第９回

国立大学一般職員会議、通称コクダイパン会議を開催しました。今回のテーマは「Pan can do it !!

～自分の仕事で未来を変える～」。大学職員として取り組んでいる今の仕事をきっかけにして大学全

体の未来を変えていこう、という趣旨のもと、まずは国立大学の現状や課題を共有し、続いて他大学

で主体的に活躍する職員の事例から課題解決へのヒントを得た上で、２日目にはこれからの行動目標

（Pan 宣言）を考えました。 

 

 そして昨年に引き続き、この度第９回コクダイパン会議の活動をまとめた報告書を作成しました。

本報告書では、まずコクダイパン会議が始まった経緯及び概要を改めて説明し、その後、今回の企画

の内容や当日の様子、そしてアンケート結果・考察等について記載しています。また、参加者が作成

した Pan 宣言を掲載していますので、今後の活動の一助としていただければと思います。 

 

なお今回都合により残念ながら欠席となった方々にとっても、本報告書を通じてコクダイパン会議

の活動を、より一層ご理解いただけたら幸いです。 
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2. コクダイパン会議とは 
 コクダイパン会議の歴史と概要 2.1.

 

『自主的・自立的な環境の下での国立大学活性化』等を目的として、平成 16 年４月に全国の国立

大学は国立大学法人へと移行しました。しかし、実際には旧態依然とした体制が続く等、法人化以前

と変わらない課題があることに、職員の中には漠然とした「危機感」を感じていた人たちがいたので

す。 
 

平成 19 年７月 15 日、そんな国立大学の将来に危機感を抱く全国の一般職員有志が集まり、国立大

学の将来像や直面する課題を議論し、具体的方策を見出していく自発的な活動を行いました。これが、

今年で第９回を迎えたコクダイパン会議の始まりです。 
 

コクダイパン会議は、全国各地の多様な国立大学等の職員と触れ合うことにより切磋琢磨し、自ら

で必要な資質を考え、培い、行動していくための一助とすること、また、参加者相互の協力や意見・

情報交換ができる強固で永続的なネットワークを構築することを目的としています。 
 

多くの方々のご理解とご支援により、全国各地の会場で開催してきたコクダイパン会議。会議創設

時の思いを引き継ぎながら、参加者同士のネットワークは全国に拡がっています。 

 

 

 

【各回コクダイパン会議概要】 

開催回 開催日 会場校 参加者数 テーマ キーワード 

第１回 H19.７.15 

 

京都大学 25 機関 

72 名 

未来へ繋がる扉を拓こう コミュニケーション 

他者との関係性 

第２回 H20.８.２ 

～８.３ 

東京大学 41 機関 

123 名 

踏み出した一歩 

その先の未来へ 

大学の使命（教育、研究、社

会貢献）との関係で私たちが

果たすべき役割 

第３回 H21.８.１ 

  ～８.２ 

神戸大学 53 機関 

175 名 

未来を語ろう、探そう、

ともに見つけよう 

国立大学・国立大学職員の 

将来像 

第４回 H22.７.17 

  ～７.18 

金沢大学 47 機関 

172 名 

ともに、今を見つめ、 

明日を語り、 

未来を目指そう 

社会や地域とともに発展する

ために国立大学や私たちにで

きること 

第５回 H23.９.24 

  ～９.25 

名古屋大学 53 機関 

209 名 

未来のために、ともに今

を考え、私たちの明日を

つくりだそう 

大学職員の 10 年後の 

キーパーソン像 

第６回 H24.９.16 

  ～９.17 

宮城教育大学 50 機関 

153 名 

ともに見いだす潜在性、

自ら拡げる可能性 

国立大学職員のセールス 

ポイント 

第７回 H25.９.22 

  ～９.23 

横浜国立大学 51 機関 

125 名 

Action!～「気づき」から

「動きへ」～ 

課題解決に向けて行動する 

ために 

第８回 H26.10.12 

 ～10.13 

東北大学 46 機関 

158 名 

描こう！未来 

見つけよう！自分軸 

理想とする国立大学職員像と

行動指針（クレド）作成 

第９回 H27.10.10 

 ～10.11 

一橋大学 54 機関 

122 名 

Pan can do it !! 

～自分の仕事が未来を 

変える～ 

国立大学職員としての可能性

の認識、明日からの行動目標

作成 
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 基本ルール 2.2.
 

 コクダイパン会議には創設時から変わらず貫かれている１つの方針があります。 

 

「コクダイパン会議は参加者一人ひとりが創り上げてゆくものだ」 
 
 コクダイパン会議は、参加者一人ひとりが自らの思いや経験を語り合い、そのことを通じて現状の

課題を見いだし、解決のための方策を考えることを主眼に置いています。そのため、参加者全員が年

齢や所属にとらわれず、積極的に議論に参加し、前向きに実践的な議論ができるよう、毎回の会議の

冒頭に参加者全員で３つの基本ルールを確認しています。 

 
 

＜コクダイパン会議基本ルール＞ 

 

１．相手の意見を尊重する。 

２．全ての参加者が議論に参加できるように気を配る。 

３．愚痴だけで終わらない。問題の解決策や将来像の実現方法を考える。 

 

 

 

 

 

 第９回テーマについて 2.3.
 

今回のテーマは「Pan can do it !! ～自分の仕事が未来を変える～」です。 

 

まずメインテーマである「Pan can do it !!」についてです。各企画の内容が具体的になってくる

につれ、ここに集うのが「一般職員」であることに重きを置いて、「一般職員だからこそ出来る」と

いうことを、何とかテーマにしたいと思ったのが始まりでした。 

 

ヒントを与えてくれたのは、某テニスプレーヤーのカレンダーでした。「できるできる、君ならで

きる!!」これを英語に直した「You can do it」という言葉、まさに探していた言葉にピッタリ！で

すが、そのままでは面白くないと思ったので、「一般職員」の略称である「パン」をそのままローマ

字にして「Pan can do it !!」という言葉が出来上がりました。 

 

参加者が「大学職員」であること、そして「一般職員」であることに可能性を感じ、誇りを持って

仕事に臨んでいけるように、と思いを込めました。 

 

次に、サブテーマである「～自分の仕事が未来を変える～」についてです。この言葉の一番のポイ

ントは「自分の仕事が」と主体的になっているところにあります。「大学全体の課題解決」という大

きな目標のためには、必ずしも大きな行動をする必要はなく、一般職員である自分に今出来ることか

ら始めていこうという意味が込められています。 
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 集まったパンたち、そして全都道府県制覇 2.4.
 

今回も、北は北海道から南は沖縄県まで、多くのパンの皆さんから参加申し込みをいただきました。

当日一橋大学に集ったパン達は、54 機関 122 名。緊張した面持ちで周囲の参加者と名刺交換をする初

参加者や、見知った顔を見つけては再会を喜ぶ経験者まで、全体会会場は活気に満ちていました。 

 

 第１回〜第８回コクダイパン会議までの間に、通算で 46 都道府県からパン達が集まっており、最

後の１県から参加者を迎えて全都道府県を制覇することは、実行委員の念願のひとつになっていまし

た。第９回の今年、ついに残る群馬県からの参加が叶い、47 都道府県が揃ったことは大きな喜びとな

りました。 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全都道府県は制覇しましたが、まだ全ての国立大学は制覇していません。第９回含め、現時点では

86 大学中 83 大学から参加してくれました。今後は全国立大学制覇に向けて、頑張っていきたいと思

います！ 

  

日本４７都道府県制覇！ 

(第 1 回〜第 9 回通算) 
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コクダイパンの裏の楽しみといえば、毎年恒例、テーマパン（ですよね？）。 
第９回コクダイパン会議では、「デニッシュ」をテーマパンとして選びました。 

 
 デニッシュは、クロワッサンやパイのようにバターやマーガリンなどの油脂を生地に折り込んで作

ります。幾重にも層が重なっていて、サクッとした食感を楽しめます。デニッシュはクロワッサンと

よく似ていますが、クロワッサン生地は塩分が多く、デニッシュ生地は砂糖が多く含まれています。

そのため、クロワッサンは食事パンとして、デニッシュはクリームやフルーツ、チョコレート等とと

もに焼き上げて甘い菓子パンとして供される傾向にあります。また、クロワッサンはお馴染みの三日

月形に成形されますが、デニッシュは四角や渦巻きなど、様々な形状のものがあります。 
 
 元は同じ生地ですが、様々なトッピングや成形過程によって個性豊かなデニッシュができあが

る・・・その工程は、元は同じような新人だったところから、様々な経験を経て個性豊かな一般職員

＝“パン”になっていく我々とよく似ているのではないでしょうか？ 
 
 今回パンをご用意いただいたのは、会場校である一橋大学の近くにあるフランス洋菓子店「レ・ア

ントルメ国立」。カスタードクリームの上にフルーツを載せたデニッシュと、ボリュームたっぷりの

チーズ入りフランスパン「フロマージュ」をご用意いただきました。 

 
 実はデニッシュは 2 種類あり、ランダムでお渡ししていました。洋梨の「デニッシュ・ポワール」

と、あんずの「デニッシュ・アプリコ」。みなさんのお手元には、どちらのデニッシュが届いたでし

ょうか？「あれ、そのデニッシュ、私のとちょっと色が違うね」というような話題で盛り上がり、似

ているようで少し違う、そんな“パン”の醍醐味を味わっていただけましたら幸いです。 
 
 

 

 

←チーズ入りフランスパン「フロマージュ」

（左）と、あんずのデニッシュ「デニッシュ・

アプリコ」（右）。 

どちらも美味しかったです！ 

 

 

 

 

 

レ・アントルメ国立外観→ 

大変おいしいパンをご用意いただき、 

ありがとうございました！ 
  

Pan 

can 

do it !! 

コラム１ 今年のテーマパンは・・・ 
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3. 会議当日 
 全体会（オープニング） 3.1.

 

平成 27 年 10 月 10 日（土曜日）、午後１時過ぎ、国立市に位置する一橋大学に今年も全国各地の

機関からコクダイパン（国立大学等に勤務する一般職員）が集まってきました。今回初めて参加する

ため緊張している者、会議を楽しみにやってきたコクダイパン経験者など、様々な想いを胸に秘めた

全国のコクダイパン仲間が一堂に会する初日を祝うように、当日は優しい秋の一日となりました。 

 

 参加受付を済ませ、コクダイパングッズと配布資料を片手に指定された席に向かう全国のコクダイ

パン。自席にて資料に目を通す者、周囲の仲間に挨拶と名刺交換を済ませ談笑する者、久しぶりの再

会を喜ぶ者と参加者の期待の現れか、全体会開催時刻が近づくにつれ、会場内のざわつきが大きくな

ってきました。 

 

「みなさん、こんにちは！」 

「ただいまより第９回国立大学一般職員会議、略して第９回コクダイパン会議を開催いたします！」 

 

 総合司会の挨拶により、コクダイパン会議のオープニングの幕が上がりました。全体会の冒頭では、

会場校である一橋大学の佐藤宏理事・副学長より、激励の言葉を頂き、その言葉をしっかりと心に刻

みました。コクダイパン会議開催の経緯に始まり、第１回より貫かれている「コクダイパン会議は参

加者一人ひとりが創り上げてゆくものである」という基本方針、会議参加のための３つの基本ルール

と一連の説明が行われていきます。実行委員及びサポーターの紹介と全体会は順調に進んでいき、初

めは緊張した雰囲気が漂う全体会会場でしたが、時間の経過とともに、時には笑いも起こるなど、参

加者においても徐々に打ち解けた様子となってきました。 

 

オープニングの最後には、「第９回」に起因する ID 番号の参加者お二人の協力を得て、開催宣言

を行いました。 

 

『たくさんのコクダイパンの仲間と議論し、共有し、学んでいくことを誓います !!』 

 

 全国のコクダイパン仲間と共に創り上げる、振り返るとあっという間の２日間が、120 名を超える

参加者とともに始まりを迎えました。 
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コクダイパンに参加したことのある人にはおなじみの、コクダイパングッズ。第 9 回はオレンジ色

を基調に、キャッチコピー「Pan can do it !!」をあしらい、3 つのグッズを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Pan 

can 

do it !! 

コラム２ コクダイパングッズ紹介 

 

●バッグ 

 まずは不織布のバッグ。初日の受付で配付資料と 

他のグッズを入れてお配りしました。当日は会場内 

で教室の移動がありましたが、このまま持ち歩ける 

ので便利。不織布なので多少の雨にも負けません。 

 コクダイパンが終わって、大学に戻ってからも 

使えるように、デザインはシンプルに。 

 

●ボールペン 

 当日、「あ！筆記用具を忘れた！」という方

がいても大丈夫なように、ボールペンを作成し

ました。また、日が経つにつれ、記憶は薄れて

いくもの。普段もこのボールペンを使うこと

で、コクダイパンのことをいつまでも覚えてい

てほしいという思いを込めました。パイロット

のアクロボールを使用しているので、替え芯は

市販のものを使えます。 

 

●缶バッジ 

 そして定番の缶バッジ。参加者の中には、 

毎年これを楽しみに参加している人もいると

いう噂もあります。 

不織布バッグに付けている方も当日お見かけ

しました。 
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 アイスブレイクの様子 3.2.
 

 全体会終了後、引き続きアイスブレイクを実施しました。このアイスブレイクは、参加者全員が同

じプログラムを行うことで、今回のコクダイパン会議の各企画に一体感を持って積極的・主体的に参

加できる雰囲気・気持ちになることと、参加者の意見や所属機関の多様性を知ることを目的に企画し

ました。 

 

実行委員会では、今回のコクダイパン会議を通じて、主体的に活動できる“きっかけ”を得てほし

いと考えたため、アイスブレイクでは、参加者自ら活動できる取り組みを計画しました。主体的な活

動を行うためには、何が必要となるのかを実行委員会において考え、１つの要素として、自身が所属

する機関について、改めて知ることが必要ではないかとの結論に至りました。そのような検討を踏ま

え、参加者自らが、情報を収集し、工夫した発表資料を作成できるよう『あなたが所属する機関のと

っておき情報・外せない PR ポイント及びその理由』をアイスブレイクのテーマに設定しました。 

 

アイスブレイクでは、参加者を席順で５～６名のグループに分け、各自が作成してきた「所属機関

PR シート」（A4）を基に、約１分間で所属機関の独自 PR を行いました。その後、発表者の良かった

点などについて、グループ内で意見交換を実施しました。グループ内での発表後は、アイスブレイク

担当司会より指名された参加者が、自身のグループ内で素晴らしいと思った１名の発表者を紹介し、

紹介された参加者が所属機関の PR を行うという全体発表会を開催しました（その後は、発表者がラ

ンダムで ID 番号を指名し、紹介者を選択しました）。 

 

 初めはお互い初対面の参加者も多く、緊張した雰囲気でしたが、グループ内での発表が進むにつれ、

徐々に打ち解けてきた様子でした。A4 の PR シートという限られたスペースでしたが、イラストや写

真を使った視覚的な表現、具体的な情報・データの詳細な記載、ユーモアを交えた話術をなど、参加

者それぞれの個性が光ったアイスブレイクとなりました。 

 

終了後のアンケートからも「自分の大学の PR ポイントや発表方法に、それぞれ工夫が見られて良

かった」、「大学の HP では知れないようなことを聞くことができたのが面白く、盛り上がった」と

いった意見が挙げられていることからも、緊張を解くためのアイスブレイクとしては一定の成果があ

ったと思います。 

 

 なお、実行委員会としては参加者が独自の視点で情報を集め、工夫して作成した資料を多くの人に

見てもらいたいという思いから、１日目終了後の懇親会場にて PR シートの掲示と人気投票の開催な

ど、アイスブレイクの枠を超えた企画を実施しました。人気投票では 20 票以上の支持を集める PR シ

ートが登場するなど、懇親会の盛り上がりにも大きく貢献しました。 

 

時間配分やグループ内の発表方法など、参加者からは、企画に対する意見や改善点を指摘する声が

届いていますが、実行委員会では、このアイスブレイクを通じて、コクダイパン会議そのものへの導

入はもちろん、参加者同士の会話のきっかけやコクダイパン仲間の人脈づくりへの一助、自身の所属

機関への関心の高まりや魅力の再発見に寄与することができればと思っています。 
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 分科会Ⅰ 3.3.
 
１日目に行われた分科会Ⅰでは、国立大学の現状を把握することを目的とし、参加者が事前に選択

したテーマ毎に少人数のグループに分かれ、ディスカッションを実施しました。より多くの参加者間

で意見交換等を行うため、ディスカッションは２ターム行い、タームごとにメンバーの異なるグルー

プに分かれました。 
 
実際のワークとしては、共通テーマとそれに対する設問について、参加者各自が回答をポストイッ

トに書き出し、発表しながら模造紙上に展開しました。展開の際にはディスカッションを行いながら、

現状の課題の明確化をし、また、問題の関係性について書き込んでいきました。 
 
これは、分科会Ⅱ、Ⅲに先立ち、現在・未来の双方の視点から、所属機関と職員としての自身の置

かれている状況、両者の関わりについて考え、参加者間で共有・ブラッシュアップすることを目的と

したプログラムでした。各グループは、経験年数や業務の範囲も様々なメンバーで構成され、司会担

当のリードのもと、協力して課題や意見の整理を行いました。 

 

【分科会Ⅰ グループ分けテーマ一覧】 

 テーマタイトル 

１ 大学のリソース（資源・資産）から考える 

２ 財務から考える 

３ 職員の人材育成から考える 

４ 働きやすい環境から考える 

５ 社会や他機関とのつながりから考える 

６ 教育や学びのあり方から考える 

７ 国際化から考える 

８ 学生支援から考える 

９ 研究活動から考える 

10 入試から考える 
 

【分科会Ⅰ 共通テーマと設問】※タームⅠ・タームⅡともに同じ共通テーマと設問 

共通テーマ 設問 

現在の職員としての 

関わりと大学のこと 

テーマについて現在の国立大学が置かれている状況や課題などをどの

ように捉えていますか？ 

現在のあなたやあなたの周りの職員は、テーマについてどのように関

わっていますか？ 

未来の職員としての 

関わりと大学のこと 

社会の要請や国立大学自らの発展により、未来の国立大学はどのよう

な変化をとげると思いますか？ 

そのとき、あなたやあなたの周りの職員はどのように関わっていくこ

とが予想されるでしょうか？ 
 
参加者からは「他大学の取り組みや、熱意ある発言等に触れて刺激を受けた」「ターム２では自分

の取り組みや意見に加え、ターム１で得られた『気づき』を発表するなど、多様な視点からの意見交

換ができた」との感想もありました。各グループ、短い時間の間にも活発で有意義な議論を行ったよ

うです。 
 
その一方で、意見の書き出し等ワークに時間が取られてしまい、名刺交換や考えを纏める時間の確

保が難しかったこと、フリートークの時間確保を希望する感想等もありました。実行委員会としては、

今後に向けて初日のプログラムであることを考慮しつつ、企画内容や時間配分をどのようにするか等

の示唆を得た分科会となりました。 
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 分科会Ⅰでは、参加者各自の希望に基づきグループ分けを行いました。ここでは希望テーマの状況

を見てみます。なお、本項におけるテーマ名称は略記となっていますので、正式名所は 10 ページで

ご確認ください。テーマは１人２つ選択しています。 

 

 希望者の多いテーマ・ベスト３は①「人材」、②「働き」、③「教育」でした。「人材」「働き」

の人材育成系テーマがトップを占めており、参加者の高い関心が窺えます。さらに、人材育成系のテ

ーマは万遍なく各部署の参加者を集めており、部署を問わず議論したいテーマのようです。 

 

 一方で、やはり、所属部署と関連のあるテーマを選んでいる様子が窺えます。例えば、テーマ「財

務」については２６名中１９名が財務・会計系部署、テーマ「学生」については２２名中１４名と高

い傾向でした。 
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 分科会Ⅱ 3.4.
 

分科会Ⅱでは、複数の参加者が実行した（挑戦した）業務や経験について、実行するにいたった経

緯や成功の秘訣・失敗した原因や反省点などを含めて、複数の参加者に事例紹介を行っていただきま

した。前回のコクダイパン会議の事例紹介では、事例をカテゴリ分けせず、タームごとに参加者が聞

きたい事例を選択できるようにしました。今回もその形式を踏襲しましたが、１タームに４～５事例

あったため「聞きたい事例が重なってしまった」という前回のアンケート結果を踏まえ、事例数を絞

りました。 

 

事例紹介はコクダイパン会議で毎年行われていますが、参加者のニーズの把握、企画事例の選出、

事例の内容と全体のテーマとの整合性等、実行委員として改善できる点がまだあることを心に留めつ

つも、参加者の期待度の高い企画であることを改めて感じることができました。 

 

事例を紹介してくださった方々につきましては、実行委員からの依頼を快く引き受けていただいた

方が多く、企画側としても実施する前から非常に楽しみな分科会を作ることができました。この場を

お借りして御礼申し上げます。 

 

 

 

ターム１ １７：１０－１７：３２ 
 

日本語話し言葉コーパスの公開に係る契約書書式の整備 
人間文化研究機構 国立国語研究所 西野暢助さん 

 

［事例紹介］ 
言語学において、ことばの用例を大量に集め、コンピュータで検索できるように情報付与したデータベース

「コーパス」（Corpus）はことばの使用実態の分析に使用され、言語学、言語教育、辞書編集、言語情報処理な

ど、多くの分野で利用されている。 

 平成 16 年から国立国語研究所で一般公開されている日本語話し言葉コーパス（CSJ）は、平成 27 年 7 月現在

755 件の累計利用者数があり、日本語音声研究のインフラとして定着している。 

 平成 25 年 6 月、商品化を前提とした CSJ に対する利用申込が有ったことをきっかけに、旧来の契約書式は共

同研究者間での共有を想定しており、罰則条項がない等、商業利用に対応できるものではなかったため、契約書

の整備を行った。また、HP が分かりにくいため問い合わせも非常に多く、窓口業務を圧迫していたので、公開形

態の見直しも併せて行った。 

 対応にあたっては、先ず、CSJ の開発を担当した研究者や、公開窓口担当者など、関係者ヒアリングを実施し、

公開方法の検討にあたって前提条件の割り出しと、収集・構築時の対応把握を行った。次に、そのヒアリング内

容をベースに、CSJ の性格上・法令上の問題点をクリアする契約書式の整備等を行うとともに、利用申込書を整

備する等を行い契約までのフローを一新した。 

 最後に、当時を振り返って自己評価を行う。良かった点としては、その後の利用者数の拡大に対応する上では

見直しは必須であり、有益だったと思われる。何よりも、実際に複数件の商業利用契約を実現できたことが収穫

である。成功の要因としては、係内でミーティングを密に行っており、結果的に自分の対応や判断についてダブ

ルチェック・トリプルチェックできる体制が有ったことが挙げられる。 

悪かった点としては、あくまでも書式整備当時の対応を念頭にしていたため、今後も改訂・見直しを継続する

必要があることと、後任者への引き継ぎが不十分になったことがある。失敗の要因としては、当時は経験不足で、

係で対応するということに対する意識が低かったことが挙げられる。 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．契約書の整備にあたっては、何か既存の物を参考にしたのか？ 

Ａ．既に商業利用許諾実績のあった別のコーパス（現代日本語書き言葉コーパス）の契約書式を参考にした。 

  開発を担当した研究者や、利用許諾方式等に共通することも多く、検討や打合せもスムーズだった。 

 

［発表後の感想］ 
知財の管理していた就職 1年目当時を振り返って、反省・検討する良い機会となった。 

今後は、組織の一員として経験を蓄積していくのと同時に、専門的な知識を習得していくことに意欲がわいている。  
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学生が新たな活動を行うきっかけ作り  福井大学 鎌田康裕さん 

 

 

［事例紹介］ 
大学の日常で感じた“違和感”と直面した“意外な認識”について、行政組織としての大学職員ではなく、学

生、教員と異なる組織文化を持つ人間集団として見つめ直し、これまでの環境や立場などを含めて何人かの意見

を元に、自分なりの考察を行い、その内容をまず紹介しました。そしてジェネラリストとプロフェッショナル、

モチベーションや評価といった議論から離れ、人として捉え直したうえで、大学職員もしくは業務にどのような

要素が必要かを見つめた結果、J.ホイジンガと R.カイヨワの研究をヒントに“遊び”の要素を追加してみること

を提案しました。 

 紹介したビブリオバトルは、教育的効果などを想定することはできますが、まずは足りないと感じている“遊

び”の要素を楽しむものとして、たまたま他大学から開催について声を掛けてもらったこともあり調整と交渉の

結果実現したものです。 

 論理的な軸が最初にあるため、方法は何でも良いこと、さらに関わる学生や教職員に負担にならず、少しの労

力でできることもあり、それほど大きな苦労をせず学生が楽しんで取り組む活動を行うことができました。現状

認識と分析、視点を変えることでちょっとした変化を作ることができると考えられるかがポイントだと思います。

一緒に楽しむ教職員が増えていくことと、学外との交流に広げていくことが今後の課題です。 

 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．学内や報道への周知は広報の手段を使って行ったのか？ 

Ａ．最初から所属の広報の手段を使って通知を行うと、他の学生の活動や教員の取り組みが取り上げられてない

など偏りがあるように感じられ、贔屓など学生の活動に余計な先入観をもたれる可能性があるため、最初は

一切広報の手段を使っていません。関係部署に加え、普段のやりとりの中で読書やビブリオバトル、本に関

する取り組み、図書館を含めたアクティブラーニングなどに興味があるもしくは関係のある教職員に個別に

伝えていきました。全国大会に繋がる予選会として行ったため、主催団体となる全国紙にのみ開催の通知を

行っています。大会に関係する時だけ、記事を掲載してもらえました。学生については最初に声を掛けたグ

ループが周囲に声を掛けてくれています。今後そのグループ以外への展開をどう加速させるかが課題ですが、

すでにグループ以外の学生も少しは参加してくれているので、認知度と参加者増のために地道に活動を進め

つつ周囲への口コミでの伝播を行いたいと思います。 

この活動に限らず、よほど光る企画で無い限りどのような取り組みも、最初は同じような交渉がなければ継

続性に難が出てくるため、地道な普及活動が必要だと思います。またおまけですが大学職員として必要な調

整力と交渉力の訓練になると思っています。 

  

Ｑ．教職員で他に関わっている人はいないのか？ 

Ａ．運営そのものに関わっている教職員は自分以外に、教員一人だけです。協力という意味で関わっているのは、

図書館に関わる職員と大学生協の方など一部の方です。バトラーとしてはまだ教職員は参加していないので、

学生と一緒に楽しめるような場としても展開していきたいと考えています。 

 

［発表後の感想］ 
 ビブリオバトルそのものは、図書館関係の職員だけでなく、知っている人がいる活動であったため、一部を除

き、とりあえずちょっとは興味があるかなという感じの姿勢で発表を聞きに来た方が多かったと思われます。 

本発表の目的は、実際に行ったコンテンツよりも、そこに至る考え方や視点を紹介し、どのようなスタンスで聴

いたとしても議論や考えるためのネタになるようなものを提供するということにありました。そのため、状況や

考えの中にこの活動をどう位置づけ、実行のためにどうアプローチしているかに重点を置いて発表したため、一

部に唖然とした様子がありました。しかし、懇親会や個別に話す際に、ビブリオバトルだけでなく、紹介をした

考え方や参考文献など多面的な質問、議論を投げかけてもらえたため、想定より意図を汲んでもらえていたと思

います。 

 活動そのものは今後さらに展開し、関わる人を増やしていくことが目標ですが、活動を捉える理論や現状、他

組織との共通点を話すことで、変化のための何かを発見するきっかけになれば良いと考えています。学生が何か

を行うきっかけ作りという内容でしたが、それを行うことで大学職員としてのモヤモヤを晴らす観点を考える

“きっかけ作り”にもなりうると再確認しました。 
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千葉県大学職員の集い「Chinowa」の企画運営について 
奈良先端科学技術大学院大学(出向先：放送大学学園) 森口智司さん 

 

［事例紹介］ 
平成 26 年５月から始まったこの勉強会は、千葉県内の大学職員がそれぞれの知識・経験・課題を持ち寄り、

ネットワークを構築し、学びあう事で、大学職員としてのスキルアップを図ることを目的としています。企画・

運営は私立大学を中心とした大学職員数名で行っており、年２回開催しています。 

事例紹介では、「Chinowa」の概要や過去の参加者の傾向等とともに、幹事も各自事前にインプットをしなが

ら内容を検討する、参加者に対して毎回何かひとつ「できるようになる」ことを明確にするなどの工夫について

紹介しました。今後の課題として、「千葉の輪」、また「知の輪」を形成するよう、アウトプットとインプット

の循環による参加者の学習機会を確保する仕掛けを模索しながら進めていく必要があると考えています。 

また、自主的なＳＤ活動を実施する際の参考としていただくため、私がこれまで取り組んできた学内勉強会、

コクダイパン会議実行委員会などの活動を通して得た気づきについてもまとめてお話をさせていただきました。 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．学内でのいわゆる「勉強会」の開催は収束しているとのことだが、今後、「Chinowa」で勉強会の開催自体

が収束していくことも考えられるのか？ 

Ａ．幹事はそれぞれ自主的な学習を進めており、共通認識として、自身の学習にとっても、発表する機会の重

要性・必要性を感じています。当面は勉強会として継続するものと想像しています。また、主に千葉県内の

様々な組織・経歴の大学職員が交流できる場の存在は貴重であり、交流会という意味での実施は継続されてい

くだろうと考えています。 

 

［発表後の感想］ 
事例紹介をするにあたり、これまでの活動を振り返り、これからの方向性を改めて考える良い機会となりまし

た。また、別途、事例紹介を聴いていただいた複数の方から、「学内勉強会を開催したいが、どういったことか

ら始めていけばよいか」、「学内勉強会を継続して開催しているが、なかなか参加してもらえない職員にどうア

プローチをしていけばよいか」など、個別具体的な相談をいただきました。私も走りながら考えている身であり、

今後も様々な情報や意見の交換を続けていければありがたいです。 

 

 

 

ターム２ １７：３７－１７：５９ 

 

学位申請手続きの効率化について-ルーティン化とマニュアル化- 
（氏名等非公開） 

 

［事例紹介］ 
 毎年、100 名程度の学位申請者に対して個別対応してきた学位申請手続きを、ルーティン化とマニュアル化す

ることで効率化した。メールフォーマットと毎月の to do リストを整備することで通常作業をルーティン化、

手続きの流れや書類の記載方法について詳細な説明冊子を作成することでマニュアル化を行った。 

 この取組みにより、電話やメールでの問い合わせが減少し、書類のチェックや修正の回数を減らすことができ

た。作業量が減少したことで、マニュアルに改善を加えたり、英語版のメールフォーマットやマニュアルを作

成したり、web ページの改修に注力したりすることに繋がった。 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．ルーティン化とマニュアル化を整備するのにどれくらいの期間が必要だったか？ 

Ａ．業務改善のためのルーティン化とマニュアル化に時間を使っていては本末転倒なので時間は意識した。 

 メールフォーマットは普段送っているメールをコピペして少し加工、to do リストは普段スケジュールを書き

込んでいたカレンダーのメモをベースに整備した。マニュアル化については印刷した申請書に気づいたこと

を少しずつ書き込み、メモが溜まったところでまとめてマニュアルに落とし込んだ。実質、一日 10 分くらい

を 1～2ヶ月使って完成させた。一度大枠ができてしまえば、それからは微修正程度。最初の 1ヶ月が勝負。 

 

Ｑ．問い合わせ自体が減るのは望ましいが、難しい問い合わせが増えたのではないか？対処法は？ 

Ａ．実際、増えた。ただ、視点を変えればこれまで文字ベースの説明で理解できることを申請者や教員に問い合

わさせてしまっていたわけで、質問内容がこちらの即答しかねる高度なものになったということは、それだ

けで喜ぶべきことだと思う。問い合わせの内容と回答についてはメールなら印刷、口頭ならメモに残してフ

ァイリングしている。ただ問い合わせを処理するのではなく、日頃から意識していると通常業務に活かせる

ことも少なくない。また、問い合わせ内容によりマニュアルに追加するものと、文章として相手に送りたく
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ない微妙なものを区別して扱っている。その区別は直属の上司が優秀な方なので相談をして判断を仰ぐよう

にしている。 

 
Ｑ．今回の事例は他の業務にも活かせるのではないか？ 

Ａ．まだ 2年目で異動を経験したことがないため、何とも言えないが、応用できると信じている。 

うまくいった方がいたらぜひ教えてほしい。参考にしたい。 

 

［発表後の感想］ 
2 年目の僕に取組んできた事例を発表する機会をいただき、ありがとうございました。勉強になりました。 

ただ作業を行うのではなく、日頃から「誰かに説明する」・「誰かに意見をいただく」ということを意識して作

業をすると曖昧なところがなくなり、業務の質も変わってくるのではないかと感じました。これからも意識しよ

うと思いました。また、今回のセミナーのテーマの１つが「課題解決」で、旅費や宿泊費など大学の経費を使っ

て参加している方も少なくないと思うので、話し手も「こんなことやりました」だけでなく他の業務への応用性

や汎用性を伝えること、聞き手も「面白い、すごい」だけでなくどうすれば明日から応用できるか・活かせるか

を 1人 1人がもっと意識できるともう少し変わってくるのかもしれないと感じるところがありました。 

 

 

 

仕事が楽しくなる研修「大阪大学未来セミナー」の実施 
大阪大学 岩田昂樹さん 

 

［事例紹介］ 
大阪大学では、新人職員が数年後には「死んだ魚のような眼」をして働いている事が問題視されていました。

その原因はルーチンワークに忙殺され、自分や大学の将来を考える素地がない事でした。その解決のため、「モ

チベーション向上」「視野拡大」によって「仕事が楽しくなる事」を目的にした研修、「未来セミナー」を総長

室で実施する事になりました。この未来セミナーは、連続１０回の講義を２０名で３か月に渡って受講する研修

で、講師に学内の名物教職員を迎えて、「今まで知らなかった大阪大学を知る」事を目的に開催しています。最

近、予算削減の波で、研修への風当たりも強くなってきていますが、未来セミナーを新規に開催できた理由の一

つに、講師がすべて学内であるため、費用が無料であることがあげられます。私はこの未来セミナーの第１期の

受講生です。総長室に異動して主担当として運営させてもらった今年、以下のようなアレンジを加えました。 

 

①研修受講を「自分ごと」にする 

 →今までは、大阪大学を知ることが目的で、そのことが自分にどのような利益があるのかわからず。 

  受講姿勢が盛り上がらない人がいるのが欠点でした。その解消のため「６０歳までのキャリアをイメージし

た履歴書」を作り、自分の将来を実現するために、研修を受講するという姿勢をつくる取り組み。 

②研修時間内でできるだけ完結するように 

  宿題や復習など、時間外に多かった作業を、合理化して時間内で完結するようにしました。復習にはマイン

ドマップという手法を用いました。 

③研修事務担当者は受講生のよき理解者であるべきの姿勢 

  多忙な業務を抜けて参加してくれている受講生の心意気に報いれるよう、我々事務担当者の態度によって受

講者の姿勢も変わってくるをモットーに研修を運営しました。 

 

今後の課題は、受講者が少ないこと、コクダイパンなどの勉強会に受講生を送り出すことだと考えています。 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．大学の中での評判はどうか 

Ａ．役員から「意識改革研修としてとても良い。未来セミナー生が職員組織の２割（２００人）超えるまでやっ

てほしい」と言われたので、評判は上々ではないかと思います。 

 

［発表後の感想］ 
まず満員の会場に驚きました。そして、私のような無名職員の事例紹介を多くの人が聞きにいてくださったのは

なぜだろうと考えました。それは「仕事が楽しくなる研修」というキャッチコピーをつけたことが要因かなと思

いました。大学職員はルーチンワークが多く、仕事を楽しむなんてありえないというイメージがあるような気が

します。そんな状況だからこそ、「仕事が楽しくなる」という言葉が良かったのかもしれません。 

そのため、今後は未来セミナーによる「仕事を楽しめる人材」の育成を全国に広げたいのと、それを実施してい

る阪大自体の人材育成制度もあわせて改革していきたいと思いました。まずその第一歩としてコクダイパンを見

本にした阪大職員全員が集う勉強会を開催したいです。 
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図書館防災訓練改革  一橋大学 江沢美保さん 

 

［事例紹介］ 
形だけの防災訓練が繰り返されており、このままでは実際に災害が起きたときに役に立たないと思ったため、

図書館の防災訓練に新しい手法を取り入れた。saveMLAK メソッドという訓練方法をベースにしたもので、＜アク

ションカード＞（館内各所にあらかじめ設置された、その場で何が起きたかを記載したカード。館内の点検時に

発見されることを想定）と＜ロール＞（「携帯を取りに行きたいと訴えてくる利用者」「日本語が苦手な留学生」

等、災害対応プロジェクトチームメンバーに振り分けられた役割）によって、図書館内各所で同時多発的にアク

シデントが起こる様子をシミュレーション形式で行った。 

初めての試みだったので改善点は多かったが、「天井が崩落する」「死者が出る」「書架が倒れて通れない場

所がある」「書庫に入っているはずの学生がどうしても発見できない」等、ショッキングな状況を想定すること

で、「実際にこうなったらどうするか？」ということを一人一人が考える機会になったと思う。また、情報が錯

綜して本部が大混乱に陥ったので、本部への報告体制を見直すきっかけになった。 

 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．この訓練は継続して行われているのか。 

Ａ．私は図書館から異動してしまったが、図書館では引き続き行われているようだ。 

 

Ｑ．大学全体の防災訓練とは別に行われているのか。 

Ａ．大学全体の訓練が年に１回、それとは別に、図書館独自の訓練が年に１回行われている。災害時は、部課長

や一部の職員は大学全体の災害対策本部メンバーとなっていて図書館内の対応には関われない人がいるため、

その人たちには写真撮影をお願いしたりロールを振り分けたりした。 

 

Ｑ．プロジェクトチームというものはたくさん作られているのか。 

Ａ．図書館内には、係担当業務ではなく、各係から人が集まって業務を行っている PT（プロジェクトチーム）や

WG（ワーキンググループ）がいくつかある。学生向けのガイダンスなどを行う情報リテラシー教育 WG や、企

画展示 WG、情報発信ツール検討 PT 等。 

 

 

［発表後の感想］ 
テーマがテーマだけに参加者は図書系の方ばかりになるかと思っていたが、蓋を開けてみれば全員事務系の方

で、防災への意識が高まっていることを感じた。災害時には自分が無事に逃げるだけではなく、学生や教員を逃

がさなければならない。「このような行動が正しい」という正解はなく、マニュアル化することは難しいが、日

頃から様々な状況を想定して訓練を行っておくことで、とっさに動ける判断力を養っていくことはできると思う。

今回の報告が、形骸化した防災訓練に一石を投じるきっかけになっていただければと思う。 

 

 

 

 

大学職員の大学祭出店について～何のために出店するのか？～ 

山形大学 川原誉史さん 

 

［事例紹介］ 
大学職員になって１年目、仕事を覚えるだけの毎日の中で「楽しいことがしたい！」、「学生の目線を忘れな

い！」という想いの中で、大学祭に出店という行動に移しました。大学祭に出店する手続きは、もちろん学生さ

んと同様。メンバーを集め、メニューを決め、申込みをして、試食会、買い出しを経て、本番の出店となります。 

 過去５回の出店の中で、途中から学生さんと一緒に出店するようになり、楽しく、元気に出店をしております

（今年も 10 月 24 日(土)に６回目の出店！）。 

 メニューの考案からメンバー集め、そして出店までの過程の中で、ゼロからお店を作り上げることの達成感や

学生さんと一緒に出店することで、学生さんの成長を実感できます。職場にも、大学祭に対する興味の向上など、

想像以上の効果があったと考えております。また、学生さんと同じ視点に立つことで、学生が大学で行っている

ことやイベントに興味が湧き、いろいろな情報が入ってくるようになります。この「アンテナが立つ」という経

験を得ることで、職場の見方も変わり、実感がこもっている「学生のための仕事」だと、自分の仕事を見つめな

おすことができています。 

 課題としては、若い世代への引き継ぎがありますが、若い世代と一緒にやっていく中で、引き継ぎについては

考えていきたいと思っています（お笑いと一緒で上の世代が抜ける時が来ているのかもしれない・・・）。 

 大学という職場環境に恵まれた空間で、興味を持っていろんなことにチャレンジする心を持つかどうか、活か

すかどうかというのは、あなたの一歩にかかっているのだと考えます。 
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［質疑応答］ 
Ｑ．メンバーについては何人くらい？ 

Ａ．職員が４～５名、学生さんは３人で出店しています（多い年は職員 10 人以上）。 

 

Ｑ．若い世代の引き継ぎについてはどのように考えていますか？ 

Ａ．一緒にやっていく中で、本人たちがやりたいとなるまで、見守りたいと思います。 

 

 

［発表後の感想］ 
大学祭は、ほとんどの大学で催されているイベントです。発表後に「学祭に行ってみます」、「出店目指しま

す」など嬉しい反応もありました。この事例発表を聞いていただき、自分の大学に興味を持ってくれる一助にな

ってくれたら、発表者として嬉しく思います。 

 まずは、自分の大学や大学という職場について見つめ直し、もっともっと興味を持って、楽しんでいけば、お

のずと仕事も楽しくなり、業務改善や人材育成など、人の価値観も変わってくるのだと信じています。 

 コクダイパンは、聞いて終わり、話して終わり、書いて終わりではなく、そこで得た経験を「自分の大学」で

どのように考え、どのように行動に移すかだと思います。今回の発表では１年目からの行動について紹介させて

いただきましたが、条件や環境で動かないのではなく、一歩踏み出してやってみれば、出来ることはいっぱいあ

るのだということを、大学祭出店を通して紹介したいという想いで事例発表を受けさせていただきました。 

 最後に今回このような機会を与えていただいた実行委員の皆様、そして事例発表を選んで聞いていただいた皆

様に感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

ターム３ １８：０４－１８：２６ 

 

窓口対応における行動指針の策定 （氏名等非公開） 

 

［事例紹介］ 
◯若手職員が中心となって策定した学生に対する窓口対応における行動指針の策定に至るまでの経緯を紹介した。 

・きっかけ：学務系の窓口を経験してきて、職員の対応にばらつきがあることが問題だと思うようになり、何か

マニュアルや指針があるべきだと考えていたところ、学内で若手による企画立案を支援する制度ができたことで、

その思いを実際に行動に移すことができた。 

・取組の経緯：若手職員５名程度で企画立案した。まず学生にアンケート調査を実施した。このアンケートでは、

記述形式であがってきたネガティブな意見から目を逸らさずに敢えて重視することとした。その後、職員からの

幅広い意見を募るため、ロールプレイ方式で窓口対応研修を実施し、その中で討論を行った。これらの学生と職

員の双方の意見を踏まえた上で、行動指針案を作成し、学内手続きを経て策定に至った。 

・反省点：学内調整に想像よりも時間がかかったことは、想定が甘かったと反省している。 

・問題点：策定された時点でプロジェクトチームが解散となったため、継続した意識啓発を図ることができてい

ない。今後、策定した行動指針が形ばかりのものにならないように、定期的に意識啓発を促す仕組みを整えたい

と考えている。 

 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．なぜ対象者を学生としたのか。大学の窓口には社会人等、学生以外も来るのではないか。 

Ａ．当初、学生だけではなく社会人等も含めた対応にかかる行動指針を考えていたが、このような取組が初めて

の試みであったため、最初は対象者を絞ったものから始めたほうがいいのではないかという意見が多数であ

ったため、最終的には学生を対象とした行動指針となった。 

 

 

［発表後の感想］ 
・実際に策定した指針を見てもらったところ、内容としてはごく当然のことだという反応だったので、方向性と

して間違ってはいなかったのだと安心し嬉しく思いました。 

・今回の経験から、部署横断的な企画は簡単には成功しないものだと実感したのですが、今回の発表を聞いてい

ただいた皆さんには成功した部分よりもむしろ問題点に興味を持ってもらえたようだったので、良かったと思い

ます。 

 

 



18  

「若手事務系職員による広報サポートスタッフ」を発足 （氏名等非公開） 

 

 

［事例紹介］ 
・ 平成２３年当時、広報課では、新学長の就任に伴い地域に“新しくなった大学”のイメージを発信するべ

く、新聞広告の掲載を企画していました。しかし、広報課の中でなかなか良いアイディアが浮かばす、行き詰

まりを感じていたところ、課長の発案で「若手事務系職員による広報サポートスタッフ」を発足させることと

なります。 

・ スタッフは各部署から選出された勤務年数５年以内の事務系職員１２名。若い感性による自由な発想で、

新聞広告のコンセプト、デザイン、メッセージ等についてディスカッションをしてもらい、新聞広告を完成さ

せました。 

・ この取組みによって、広報活動の充実とともに、学内コミュニケーションの活性化（ヨコのつながり構築）

にもつながりました。 

・ 私自身は、この取組みを通して以下の気づきを得ることができました。 

    ・与えられた仕事も自分なりの創意工夫で楽しくできる 

    ・ヨコのつながり・タテのつながりを積極的につくる 

    ・一つの仕事からたくさんの結果を得る 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．新聞広告掲載によってどのような反響があったか？また、その検証を行った？ 

Ａ．学内からは好意的な意見をもらえましたが、学外の反響について具体的な効果の検証はできていません。今

回の広告に限らず、広報活動による効果をどのように測定・検証していくかが課題となっています。 

［発表後の感想］ 
 事例紹介の機会をくださった実行委員の皆さま、足を運んでくださった皆さま、本当にありがとうございまし

た。発表後もご質問をいただくなど、事例紹介をきっかけに多くの方と交流することができて嬉しく思っていま

す。 

最近業務へのモチベーションが低下気味だったのですが、事例紹介の準備を通して当時を振り返ることで、業務

に対する姿勢やモチベーションを思い出すことができました。広報サポートスタッフの取組みに関わった経験を

活かし、今後、若手がもっと活躍できるような仕掛けを考えていければと思いました。 

 

 

 

 

 

働きながら大学院：学ぶことの意味と得たもの 

一橋大学 近藤久美子さん 

 

［事例紹介］ 
 慶應義塾大学大学院文学研究科に働きながら在学し、図書館情報学の修士号を取得した。入学と異動の時期が

重なり大変だったが、職場の理解を得て何とか両立させることができた。発表では、①大学院に行こうと決めた

経緯、②大学職員が研究をする意義、③仕事との両立のポイント、④大学院に行って得たもの、⑤これから挑戦

する人へのメッセージを話した。大学院で論文を書くことで、根拠をもって自分の考えを提案する力を鍛えるこ

とができる。社会人ならではの問題意識は研究の着眼点として有利であり、研究成果を仕事に生かすこともでき

る。仕事との両立には職場の協力が欠かせないが、理解を得たり調整したりすることも貴重な経験になる。大学

院に行くことで人脈が広がったり、学生の視点に立てたり、意欲や専門知識を評価してもらえたりするというメ

リットもある。学びたいと思っている人は、時間・体力・費用面を検討した上で、積極的にチャレンジしてほし

いと伝えた。 

 

 

［質疑応答］ 
Ｑ．進学にあたってどんな研究計画を立てたのか？入学前に、大学院の先生に会いに行ったりはしたか？ 

Ａ．進学を決めてから入試まであまり時間がなく、研究計画は関心のあるテーマを書いた程度で、指導教官も入

学後に決めた。入学前に完璧な研究計画を立てられるはずがないので、入試より入ってからが正念場だと思

う。 

 

Ｑ．大学院で学ぶ内容（図書館学）とは違う部署（国際課）に異動したとのことだが、どうやってモチベーショ

ンを保っていたのか？ 

Ａ．体力的には大変だったが、精神的には良い面もあった。仕事で図書館から離れた分、大学院で学ぶことが新

鮮に感じられたり、新たな着眼点を見つけられたりした。 
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Ｑ．その後、図書館に再び配属されたとのことだが、大学院の修了を人事的に評価された結果なのか？ 

Ａ．大学院修了が人事にどれほど影響したかは分からないが、文章を書く仕事や先生方とのやりとりが必要な仕

事を任されることが多くなり、学んだ経験を評価されているのかもしれないと感じている。 

 

 

［発表後の感想］ 
大学院への進学を考えている方や、社会人大学院に現在通学中の方から、質疑応答や懇親会で熱心に質問してい

ただいて嬉しかった。学びたい分野は人それぞれでも、気になっている点（仕事との両立や今後のキャリアへの

生かし方など）には通じるものが多かったので、働きながら学んだ経験をもっと共有していきたいと思った。今

回の発表では Prezi というフリーのプレゼンテーションソフトを使ったが、「あのソフトは何ですか？」「自分

も使ってみたい」という反応があり、新しいツールに挑戦して良かったと感じた。 

 

 

 

 

 

大学職員による大学職員のためのフリーペーパー創刊 

横浜国立大学 村上健一郎さん 

 

［事例紹介］ 
 山形大学の國分さんと一緒に立ち上げた「horafuki & co.(大ほら吹きと仲間たち)」という大学職員グループ

と、その最初の活動であるフリーペーパー創刊プロジェクトについて、「創刊号」を実際に配布し、①どのよう

な背景や理由があってグループを立ち上げ、フリーペーパー「PU（プレイフル・ユニバーシティ）」を創刊する

ことにしたのか、②無事創刊することができた成功要因は何だったのか、③反省すべき点はどこか、④今後どの

ような展開を考えているのかについて紹介した。 

 

 

［質疑応答］ 

Ｑ．フリーペーパーを継続していくにあたり、次世代へのバトンタッチをどのように行うことを考えているか？ 

Ａ．学内のＳＤ活動では、リーダーを交代すべきタイミングを逸してしまい、そのあとの活動が難しくなった経

験があるため、今の時点から後継者を探しておくことやあらかじめ、自分の手を放すタイミングを考えてお

く。（その後、國分さんからの提案もあり、編集長自体もコクダイパン形式で持ち回り式にする方針になり

そう。） 

 

Ｑ．このフリーペーパーを読むことで読者に何を感じてほしいのか？読者に何をどうすることを期待しているの

か？このような活動を学内でどう生かすのか？ 

Ａ．読者が何を感じるか、何をどうするかはこちらではコントロールできないが、大学職員として、自分の仕事

に自信や誇りを持ってもらったり、こんなこともできるんだと可能性を感じてもらったり、仕事にワクワク

取り組めるきっかけになればうれしい。個人的には学内・学外関係なく、日本の大学のために、自分にでき

ることをやりたいと思っている。（※当日、質問者には納得していただく回答はできなかった。） 

 

 

［発表後の感想］ 
「horafuki & co.」の Facebook ページの「いいね！」は 300 を超え、投稿も、多いものでは 6000 を超えるリ

ーチを得るに至ったが、グループの名前に「ほら吹き」とあることや、「プレイフル」をテーマにしたフリーペ

ーパーを出していることもあってか、自分たちの真意や理念がきちんと伝わっていないということを実感するよ

うな残念な話も耳にするようになった。「日本の大学を、学びの場としても、職場としても、もっと元気に、ワ

クワクする場に変えていきたい」という想いを大切に、自分たちにできる活動を続けることで、全国の国公私立

大学職員と一緒に大学や大学職員業界に貢献していきたい。 
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1 日目が無事に全体会まで終わり、この後は、多くの参加者が楽しみにしている懇親会の時間です。

一橋大学の東プラザへと会場を移し、京都大学・矢野由佳さん（実行委員）の乾杯の発声で懇親会が

開催されました。 

 

今回は、参加者の所属機関の地域が重ならないよう各テーブルのグループが設定されているため、

参加者たちは担当業務に関する情報交換もさることながら、地域の特色や文化、最新情報といった

様々な話題で大いに盛り上がっていました。 

 

懇親会のイベントとして、ひとつは、毎年恒例の各機関のグッズ紹介を行いました。参加者たちは、

ここぞとばかりに所属機関や出身地域のグッズを持ち寄り、存分にＰＲを行っていました。グッズの

内容は多岐にわたり、おいしいお酒やあまいお菓子、かわいい公認キャラクターのクリアファイルな

どなど多くのグッズが紹介され、会場内は、熱くＰＲする者、グッズをもらおうとする者で大盛況で

した。 

 

ふたつめとして、アイスブレイクの際に使用した「所属機関ＰＲシート」を利用した『コクダイパ

ン所属機関ＰＲ大賞２０１５』を行いました。こちらは会場内に設置されたホワイトボードに有志達

が各々作成した「所属機関ＰＲシート」を掲示し、懇親会参加者はそれらを自由に閲覧し、素晴らし

いと思ったシートに投票するといったイベントです。どの作品も甲乙付けがたいものばかりでしたが、

そのような中で、断トツの支持を得た「卒業生（超大物アーティスト！）が母校へ曲を贈ってくれた」

という事例が、最優秀賞に輝きました。 

 

 参加者の皆様よりいただいたアンケートにも、「グッズ紹介がよい。ＰＲシート投票も良かった」、

「色々な人と話ができ、お土産もゲットできました。」など、概ね好評だった懇親会でしたが、楽し

い時間というものはあっという間に過ぎ去っていくもので、最後に、長崎大学・仲井啓吾さん（実行

委員）より閉会の挨拶をいただき、懇親会は大盛況のまま幕を閉じました。 
 

 

 

  

Pan 

can 

do it !! 

コラム４ 懇親会 ＆ 大学ＰＲ !! 
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 分科会Ⅲ 3.5.
 

１日目には大学を取り巻く様々な課題を認識し、また他大学で活躍する大学職員の事例から「大学

職員として何ができるか」という可能性を認識してもらいました。そこで２日目に実施された分科会

Ⅲでは、６名前後のグループに分かれ、以下のターム１～３によって、今までの議論で得た気づきを

整理して深め、最終的には参加者個人がそれらの気づきから、明日からの具体的なアクションにつな

げるための行動指針として、「Pan 宣言」を設定しました。 

 

・ターム１・・・気づきを整理する 

・ターム２・・・気づきを深める 

・ターム３・・・気づきから、行動につなげる 

 

ターム１（9：20～12：00 160 分間） 

まずアイスブレイクとして「私の仕事術」というテーマで、各参加者が日頃働くうえで何を意識し

ているのか、またどのように情報や知識をインプット・アウトプットしているのかなど、仕事のコツ

をグループ内で共有しました。「メールや電話よりも直接コミュニケーションをとる」「ブログを書

いて思考整理している」など、皆さん日頃から意識している仕事術を惜しげもなく発表していました。 

 

アイスブレイクを行った後、ターム１では以下４つのワークを行いました。 

 

■ワーク１「大学を取り巻く課題と職員のアプローチ」 (9:40～10:20) 

前日に行われた分科会Ⅰでは、様々な視点から見た大学の課題について、短時間ながらも数多く挙

げてもらいましたが、ここでは、その中でも特に大事だと思った課題をいくつかグループ内で挙げま

した。大学の抱える課題は数多くありますが、それらを一度見渡した上で、自分はその中のどれを大

事だと思うかを考える作業です。「運営費交付金の削減」「少子化」「グローバル化への対応」「職

員の意識改革」といった、参加者の職種に関わらず大学全体に関わるものについては、多くのグルー

プで課題として挙げられていたのが印象的でした。 

課題を挙げてもらった後には、そうした課題に対して我々職員はどうアプローチできるのかを具体

的に考えてもらい、「自分の大学を知ること」「職員間の繋がり強化」などが挙げられました。 

 

■ワーク２「課題解決のために求められる人材」 (10:20～10:50) 

ここでは、ワーク１で整理した課題・アプローチに対して、職員一人ひとりに求められる能力・ス

キル等について考えてもらいました。「コミュニケーション力」「語学力」といった能力に加え、

「民間的発想思考」「もてなす心（ホスピタリティ）」といった普段聞きなれない能力も数多く挙げ

られました。 

 

■ワーク３「大学職員の可能性」 (10:50～11:20) 

分科会Ⅱで他大学職員の事例報告がありましたが、そこから得た気づきも含め、大学職員として何

ができるかを考えてもらいました。「可能性」という言葉をどう解釈していいか分からず、戸惑った

参加者もいたようですが、このワークの狙いとしては、以前と比べ大学職員の担う役割が重視される

中で、従来の大学職員の役割イメージを打破し、その活動範囲を広げてほしいという狙いがありまし

た。 

 

■ワーク４「国立大学法人等職員募集要項」作成 (11:20～12:00) 

ここでは今までの議論を「募集要項」という形で模造紙にまとめました。ターム１の目的である

「議論を整理する」ための最終ワークです。写真のとおり、模造紙には大学のゆるキャラなどのイラ

ストが描きこまれるなど、様々に工夫を凝らしたものがありました。 
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ターム２（12：10～12：40 30 分間） 国立大学法人等職員募集プレゼン 

このタームでは、ターム１で作成した募集要項（気づきのまとめ）を、他のグループに向けて発表

し合い、他のグループの発表を聞くことで気づきを深め、次のタームで行う行動目標の策定に向けて

の一助としました。職員募集プレゼンということで、相互に採用する側、される側の気持ちになって

ワークを行うという指定のもと、各グループ発表を行いました。写真のとおり、模造紙にまとめて発

表をするグループもあれば、ホワイトボードを利用した発表スタイルもあるなど、様々に工夫を凝ら

したプレゼンが行われました。 

 

各グループの発表を聞きながら、良いところを参考にしたり、国立大学職員の魅力や、職員ができ

ること・職員だからこそできることについて、これまでの気づきを深められたことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターム３（12：50～13：30 40 分間） 「行動目標」の策定 

分科会最後のタームでは、それまでの気づきを行動につなげていくため、行動目標を「Pan 宣言」

としてまとめました。２日間の議論をもとに、大学職員の可能性を踏まえつつ、国立大学が抱える課

題に対して自分は具体的にどう関わっていくかを参加者それぞれに考え、具体的な行動目標をシート

に記入していきました。 

 

参加者アンケートでは「いきなり自分のことに落とし込むのは難しかった」といったコメントがあ

りました。きっと、多くの方が同じように感じたのではないでしょうか。大学が抱える課題は多岐に

わたり、また、職員個人では解決できないようなことも多くある中で、それに対して職員として私た

ち一人ひとりがどのように取り組んでいくかということは、非常に難しい問題です。しかし、そこで

立ち止まるのではなく、小さな一歩でも良いので、課題解決のためにどのようなことが必要か、また、

その必要なことを身に付けるために、今の自分に何ができるかを考え、自分自身がやりたいと思うこ

と、これなら実行できるということを、具体的な行動目標としてまとめることで、今後に繋げていき

たいということが、実行委員の思いでした。今回のタイトル「Pan can do it!!～自分の仕事が未来

を変える」には、その思いが込められていました。 

 

別の参加者からは、「行動目標を立てて、これからの志が明確にもてた」という感想もありました。

頭を悩ませながらもまとめられた Pan 宣言には、自分の仕事で未来を変えていこうという思いが感じ

られます（参加者の Pan 宣言は p.37～にまとめていますので、ぜひご覧ください）。 
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 全体会（クロージング） 3.6.
 

 ２日間にわたる会議もいよいよ最終局面。全体会に集まった参加者には、これまでのワークで全力

を出し切って少し疲れた様子も見えましたが、それぞれに得るものがあったことを見て取れるような

晴れやかな笑顔が広がっていました。 

 

 クロージング全体会では、まず、２日間にわたる会議の総まとめとして、数名による Pan 宣言の発

表が行われました。 

 

 Pan 宣言は、前述の分科会Ⅲの最終ワークにて「大学が抱える課題について自分自身がどのように

関わって行こうと思うか」について具体的な行動の目標をたてたものです。身の回りの業務の効率化、

まわりの若手を巻き込んで仕事をするといった業務に直結しやすいものから、向上心を持って仕事を

するといった気持ちに焦点を当てたものまで、個々の思いが非常によく表れていた発表でした。 

 

 今回ともにコクダイパン会議の場を共有したことへの感謝、また、これから職場に戻って奮闘しよ

うとしている各自へのエールなどを込め、参加者全員による参加者全員のための拍手をもって、第９

回国立大学一般職員会議は閉会しました。 
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4. アンケート結果報告 
 
第９回コクダイパン会議終了後、参加者の皆様にアンケートの協力を依頼し、122 名の参加者のう

ち 110 名（約 90.2％）から回答を得ました。ここではその集計結果を紹介するとともに、過去のアン

ケート結果を参考にコクダイパン会議を取り巻く状況について考えたいと思います。 

 
過去のアンケートについては、複数回答の有無やアンケート項目に違いがあるため、比較可能な項目についての

みグラフ化し、傾向として参考資料として活用しています。また、アンケート回答数及び参加者数等については

各報告書の数値を活用しています。割合などの算出については、各グラフに算出方法を記載しています。 

また、今回の報告書を取りまとめるにあたり、参加者から寄せられたコメント（自由記載部分）については、

率直な感想や思いが含まれていると考え、可能な限り掲載する方針としました。そのため、一部カテゴリー分け

においては、重複して記載している部分があります（該当部分については【再掲】と表示しています）。なお、

本項目においては、便宜的に「回答者」を「参加者」と読み替えてコメントしていくこととします。 

 

1. 会議に出席するにあたって 
1-1：コクダイパン会議開催の周知状況 
 
―周知の有無―         ―周知方法（複数回答可）― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「その他の方法」の回答… 

飲み会での宣伝／人事担当課からの指名／研修担当からの照会／上司からの連絡

／以前、参加したことがある先輩から話を聞いていたため／過去の参加者による

オファー／先輩からメール／毎年参加している／他研究会での周知 
 
９割以上の大学で何らかの方法で職員に対し、周知が行われているようです。周知方法としては、

過半数がメールによる周知、次いで学内掲示板や HP への掲載が多いようです。また、複数の方法で

行われている大学もあるようです。 
 
過去のコクダイパン会議と比較しても第７回で一時は周知割合が 85％を下回ることがありましたが、

ここ最近では上昇傾向にあることが伺えます。実行委員会からの募集要項等の案内が所属機関を通じ

て参加者に伝わっているのが確認できます。 

 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「周知あり」の割合は、「1-（周知なし/回答数）」で算出。  
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１－２．所属機関において、コクダイパン会議参加に対する何らかの支援はありましたか。 

 

―支援の有無― 

 
 

 

―支援方法（複数回答可）― 

 
「その他の方法」の回答…会場の提供（一橋大学） 

 

【参考資料】 

 
※分母は「アンケート回答数」、無回答者がいるため、合計値が 100％にならない場合がある。  

アンケートによると、参加者の約３割は特段支

援がない状況での参加となっています。一方、約

７割の参加者が何らかの支援があったと回答して

おり、支援の方法としては「出張扱い・代休日」

の措置が約６割と最も多く、旅費に関しても、全

額支給・一部支給が約半数を占めます。また、一

部では参加費も負担している機関もあります。 

 

以上のことからも、所属機関におけるコクダイ

パン会議への理解が年々浸透しており、支援が継

続していることが伺え、経済的には参加しやすい

環境が整いつつあることが示唆されます。 
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１－３．支援の参加意向への影響 

 
 
全体のうち 45 名（42％）は参加意向に「影響した（支援がなければ参加しなかった）」と回答し

ています。また、「あまり影響しなかった」「影響しなかった（支援なしでも参加した）」を合わせ

ると 32 名（30％）となっています。約４割は「影響した（支援がなければ参加しなかった）」との

ことですが、６割の参加者は支援の有無に関わらず参加の意向だったことが伺えます。しかし、「支

援を受けた参加者」に焦点を絞ると、そのうち６割（58.4％）は「支援がなければ参加しなかった」

と回答しています。  
 
これらの数値を経年で見てみると、「支援がなければ参加しなかった」割合は、第９回において最

も大きな割合を占めていることがわかります。回答数全体から見ると、「支援がなければ参加しなか

った」という割合は、第５回から第６回にかけて上昇し、その後第８回から第９回にかけて、ごくわ

ずかに低下しているものの、第９回に大きく増加しています。 
 
一定の傾向を見出すにはまだ経年の蓄積は少ないものの、データを取り始めた第５回から比べると、

所属機関からの支援を参加の前提とする参加者が過去最大である 45 人に上っており、前年比 24.7％

も増加しています。支援があるから参加するということについてはコクダイパン会議が自発的なもの

であることを鑑みると、今後の会議の在り方について何かしらの示唆を含んだデータかもしれません。 
 
ただ、一方で、支援があることによって参加するきっかけを得られる人が多くなっているとも読み

取れることができるかと思います。所属機関の支援により、コクダイパン会議への参加ハードルが低

くなっているのであれば、必ずしも課題だけではないと思います。データの見方によっては様々な評

価を行うことができますが、今後の経過や参加者の意識によっては、コクダイパン会議の位置づけに

も変化が生じるかもしれません。 
 

【参考資料】 

 
※割合 Aの分母は「所属機関から何かしらの支援があった参加者数」。分子は「強く影響した」と回答した数である。 
※割合 B の分母は、「アンケート回答者」の人数ではなく、本設問の回答数及び直前の設問での「支援なし」の回答数の合計

としている。（※一部の回のアンケート結果では、回答数を合計すると回答者数を超えてしまうため（第６回は１、第８回

は７の超過）。精度に若干の問題があるものの、数値が小さいため誤差の範囲と考えた。おそらく、直前の設問で、所属機

関からの支援有無について「支援なし」と回答しているのに、本設問に回答しているのではないかと推定される。）  
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１－４．第９回コクダイパン会議の情報源 

 

 
最も多いのは「所属機関からの通知」ですが、その次は「友人・知人から」となっており、人との

つながりが大事な情報源となっていることが分かります。 
 
しかし、最近の傾向を見ますと、「友人・知人から」を挙げる方は減少傾向であり、「コクダイパ

ン会議のＨＰまたはブログ」といった公式広報媒体から情報を得る方が増えています。これはコクダ

イパン会議の継続により、広く一般に認識されてきたことも影響していると考えられます。 

 

 

【参考資料】 

 
※分母は「アンケート回答数」、分子は各項目の回答数、複数回答のため、合計値は 100％にはならない。 
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１－５．会議に参加することによって得たい・身に付けたいもの（複数回答可） 

 
「その他」の回答…他大学状況、現状／ワークショップの運営、ファシリテーション能力など 

 

第９回コクダイパン会議への参加者は、「仲間・人脈」が 74 名（67％）、「新たな視点やアイデ

ィア」が 69 名（63％）、「モチベーションや新たな目標」が 65 名（60％）を目的と回答する参加者

が多いですが、第８回と比較すると、「自主性・積極性」を挙げている割合が若干増加しています。 
 
過去のアンケートと比較すると、多くの参加者が人脈形成、「新たな視点やアイディア」や「モチ

ベーションや新たな目標」を求めていることが分かります。今後もこうした皆様の要望を踏まえて企

画を考えていきたいと思います。 

 

【参考資料】 

 
※分母は「アンケート回答数」、分子は各項目の回答数、複数回答のため、合計値は 100％にはならない。 
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２．会議について 

２－１．広報（HP、ブログ、Facebook）について 

 

（HP）                 （ブログ） 

   
 

（Facebook） 

 
 

 

 

 

２－２．会議日程についての意見 

  
 

８割の参加者がスケジュールについて「ちょうど良い」と回答しており、全体の長さは適正なよう

です。また、その他の意見では、三連休なので参加しやすかったというものが４件ありました。一方、

会議の中身が過密であるといった意見も４件見られるなど、企画内容とのバランスを含め開催期間に

ついては、今後、主催側として注意していく必要がありそうです。 

  

９割以上の参加者が事前に少なくとも１回

は HP を見ており、１割はよく見ていたと

のこと。また、ブログについても１割の参

加者はよく見ており、たまに見たという回

答を合わせると７割の参加者が閲覧してい

たようです。参加するにあたっての注意事

項や、お楽しみ情報を掲載していたので、

しっかりとチェックしていただき嬉しい限

りです。 
 

一方、Facebook は全く見なかったという回

答が過半数を占めていることから、今後の

活用や内容など、運用方法を含め検討する

必要がありそうです。 

○３連休で参加しやすい ３件 
・３連休の前２日だったので翌日疲れをとれて良い。 など 

○内容が過密 ４件 
・内容が盛りだくさんだったので２日間は短い気がします。 など 

○土日開催が良い ２件 
・土日開催は実行委員は大変かと思いますが、良かったと思います。 など 

○その他 
・３連休なので宿泊を抑えるのに苦労しました。 
・10 月は忙しいですが、季節的には良かったです。 
・文科省の〆切が次々に重なっている時期で厳しかった。 
・病院職員としてはレセプト提出の１～10 日の間でなければよいなと思いました。

今年は提出後のためちょうどよかったです。 
・長期休暇中や業務閑散期の開催が良いと思う。 
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２－３．参加費についての意見 

 

  
 

 

２－４．会議の満足度 

 
 

全体会、アイスブレイク、分科会のいずれも「満足」「まあ満足」を合わせると７割以上、グッズ

はわずかに７割を下回っているものの、会議自体については大方の参加者から満足と評価されている

ことがわかります。 
 
特に、最も満足度の高かったのは分科会Ⅱで、87％もの参加者が満足と回答しています。他大学で

の取組みや、活躍している職員の話を直に聞けることが、コクダイパン会議の一番の醍醐味であると

いうことを窺わせます。また参加者が求める「新たな視点やアイディア」を得られる機会でもあるこ

とから、ニーズに応えた企画であったと判断できます。 
 
その次に高かったのは分科会Ⅲで、84％の参加者が満足と回答しています。本会議で狙っていたも

のの１つとして、参加するだけでなく参加者各自の具体的な行動に繋げるというものがありました。

分科会Ⅲで考えを整理し、自分の目標を立てていくプロセスで、何か得るものがあったのだとしたら、

実行委員会としては何より嬉しく思います。また、お楽しみのパンを食べられたのも分科会Ⅲが高評

価だった理由の１つかもしれません。 
 

そして、注目すべきは懇親会の満足度も 81％と高いということでしょう。参加者の多くは、コクダイ

パン会議を通じて「仲間・人脈」を得ることを希望していることから、参加者同士の交流機会である

「懇親会」は大いに役立っているとともに、各大学自慢のグッズのコーナーや、「コクダイパン所属

機関ＰＲ大賞 2015」などのイベントなど、大いに楽しんでいただけたようです。  

約９割の参加者が参加費について

「ちょうど良い」と回答しており、

概ねの参加者にとって適正な参加費

で開催できていることが伺えます。 
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２－５．会議に参加することによって得られた・身に着けられたもの（複数回答可） 

 
「その他」の回答…みんな自分と似たようなことで悩んでいると知り、気が楽になった。 

 

１－５．の「参加して得たいもの」と比べると、「仲間・人脈」と回答した人は同数、「モチベー

ションや新たな目標」と回答した人はやや増えています。一方、「新たな視点やアイディア」「自主

性・積極性」は、やや減っています。仲間や人脈を得ること、モチベーションが高まり、新たな目標

を得られたという点は評価されているようですが、新たなアイディアや自主性・積極性に関しては、

期待ほど得られなかったと考えた参加者がいることが伺えます。次年度以降の企画内容については、

参加者のニーズを限りある時間の中に、どう反映していくのかなどを検討していく必要がありそうで

す。 

 

２－６．今後の参加意向 

 
「自費であっても参加したい」との感想は 21 名（約 19％）から挙げられました。「開催地による」

という回答が最も多く、「開催地による（大都市周辺）」「開催地による（地方の大学）」「近距離

であれば」を合わせると 68 名に上っています。また、「所属大学から費用面等での支援があれば参

加したい」という参加者は 23 名（約 21％）となっています。 
 
「自費であっても参加したい」割合は昨年度の 32％から 19.1％と大きく減少しました。また、た

とえ「所属大学から費用面等での支援」があっても、それだけでは参加を必ずしも促すものではなく、

「開催地」などのその他の要因があることが伺えます。 

 

【参考資料】 

 
  
※分母は「アンケート回答数」、分子は各項目の回答数、複数回答のため、合計値は 100％にはならない。第７回の

「費用面等で支援が…」には、費用の支援が含まれている項目の合計値を記載。 
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３．今後について 

３－１．今回の会議を受けて、職場に戻ってからやってみたいこと 

○自らのスキルアップ（勉強・情報収集等）をしたい （18 件） 
自己の成長のための学習／好奇心、時間外でも自分の業務に関することを勉強していきたいと思います。／自大学の勉強／

教務について勉強したい。／専門知識を深める、思いやりを身につける／本部の会議資料が公開されているので、しっかり

目を通したいと思います。／自身の能力向上+学内のつながりを作っていきたい／自習勉強の強化、他職員をまきこんだ勉

強会／自分の業務以外の勉強を深めたいと感じました。／勉強、他部署や大学全体のことに目を向けてみる。／大学の歴史

や研究内容等について知ること／自分の大学について勉強する／自大学のことをもっとよく知る事、自大学愛を深める／大

学のこと、課題のこと、自分の仕事のことなど、様々な事を勉強したいです。／能力開発する。／本学のホームページを毎

日チェックする。／情報収集と分析／自分自身のキャリア UP 

 

○学内でコクダイパンのフィードバック・紹介をしたい （10 件） 
こんなに面白かったです！ということを照れずに言いたい。／自分なりに参加者から見聞きしたことをフィードバックす

る。／自大学からの参加者を増やしたいので、有志の勉強会で報告したいです。／このような勉強会（場）に興味がある職

員がいれば、是非紹介にあげたい。／報告会があるのですが、毎年報告会の参加者が、コクダイパン参加者と人事関係者の

みなので、今回はオーディエンスを集めるよう提案してみます！／周りの人に感動を伝える。／若手職員への通知／本会議

の内容を若手職員に伝えて参加をすすめます。／上司への報告。参加できなかった職員への報告。／おみやげの配付・PR 
 

○勉強会・研修をやりたい （10 件） 
これから活躍する後輩（+α：契約職員さん）のモチベーションアップのための研修会実施／学内で勉強会を開きたい／課

内、学内での係員レベルでの勉強会／自習勉強の強化、他職員をまきこんだ勉強会【再掲】／SD 研修／国際関係部署との勉

強会／学内だけでなく、学外での勉強会・情報交換会が必要だと感じました。／学内研修会の企画／分科会のようなワーク

スタディーをやってみたい／SD 関係 
 

○人的交流を広げたい （７件） 
とにかく人当りをよくする、コミュニケーションを取る。／とにかく学生・教員・職員・他大職員と交流していき可能性を

探していきたいです。／研修に一緒に来てくれそうな仲間をまず探そうと思います。／学内における仲間づくり、まずはメ

ーリングリスト等から始めたい。／学内だけでなく、学外での勉強会・情報交換会が必要だと感じました。【再掲】／自身

の能力向上+学内のつながりを作っていきたい【再掲】／学内メーリングリストを作りたいです。／職員を広く巻き込める

イベント 

 

○その他 （13 件） 
悪い空気を読まないこと。／大学職員の魅力を感じる。／スケジュール管理（いろいろアイデアをいただきました）。／大

学を好きになること。自分から動くことです。／学生との協働イベント開催／分科会で聞いたお話を実践してみたいです。

／Pan 宣言を努力したい／PAN 宣言の実行！！／効率化をし、自分のやりたい活動をする時間をつくること。／業務効率化

への取り組み。／業務改善、効率化／情報の発信など／情報発信 

 

「自らのスキルアップをしたい」と考えた参加者が 18 名と今後に関する自由記載の中で最も多い

回答となっています。また、学内での報告会でコクダイパンのことを報告したい、或いは若手の職員

に周知したい等とコクダイパン会議を所属機関の同僚に広めたいと考えた方も多いようです。その他

には、「勉強会や研修を企画してみたい」、「人的ネットワークを広げたい」といった趣旨の回答も

多く見られ、コクダイパン会議を契機に主体的な活動を計画してみたいと思った参加者もいるようで

す。様々なコメントが寄せられている中で、今回のワークを通じて設定した「Pan 宣言の実行」とい

う回答もあり、実行委員会一同、参加者の所属機関に戻ってからの主体的な活動の実施を期待してい

ます。 
 
２日間という短時間の会議でしたが、多くの参加者に今後の具体的な動きにつなげたいという思い

を持っていただけたことは、実行委員会として大変嬉しく思います。 

 

３－２．今後のコクダイパン会議で実施してほしい企画や取り上げてほしいテーマ 

○実施してほしい企画 
具体的な勉強の場の設定／共通の課題（人材育成・国際化…）について、面白い具体例があればそれについて聞いてみたい

／モチベーションの向上、コミュニケーション能力の向上／PR シートのところで、「素敵な先輩」 

 

○取り上げてほしいテーマ 
周りを巻き込む力！学生のための運営力！ ／国立大学としての強み（公立大・私立大と比べて）／病院のこともテーマに

入れていただけると嬉しいです。／他大学の悩み・対策／大学はいかに稼ぐか？／事務と技術職員に関すること／他大学と

の連携 企業・自治体等との連携 
 

○その他提案 
全体での議論、分科会は本当に分科会にしてテーマを分けてしまう。／（可能であれば）文科省の若手の方も参加して欲し

い／東が多い気がするので、西の方でもどうか？ 
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３－３．次回の開催地希望 

エリア 人数 地域 内訳 具体的記載 

東日本 10 

北海道 3 北海道（2）、北海道大学 

東北 0  

関東・甲信越 3 山梨、関東、千葉大学 

東京 2 東京（2） 

東海・北陸 2 名古屋（2） 

西日本 22 

近畿 14 
大阪（4）、大阪大学（4）、三重、京都、

近畿（2）、関西（2） 

中国・四国 0  

九州 4 九州エリア、長崎大学（2）、九州大学 

沖縄 1 沖縄 

その他 3 西日本（3） 

その他 9 交通の便が良い・空港の近く（4） 
※具体的な大学名についても反映させています。 

 

ここ最近は、関東地区・東北地区の開催が続いたことから、近畿エリア・九州エリアでの開催を希

望する声が寄せられています。また、交通アクセスの良いところなども挙げられています。 
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４．その他のコメント 

○委員へのお礼・労い （38 件） 
・課題の内容、グループ分け、本当によく構成されていると思いました。いい機会を提供下さり、ありがとうございました。 
・実行委員のみなさま、お疲れさまでした。次回ありましたらまたよろしくお願い致します。 
・第９回まで続いていることが、本当にすごいと思います。企画・運営ありがとうございました。大変だったと思いますが、会

議があるおかげで、得られたものもあり、感謝しています。 
・長い間この２日間のために準備されてきたことと思います。本当にお疲れ様でした。みなさんとお互いに考えを話し合って多

くの気づきを得られました。ありがとうございました。 
・おつかれさまでした。 
・実行委員のみなさん準備などお疲れ様でした。とても有意義で濃い時間を過ごすことができました。内容が難しいかなーと思

っていましたが、やってみると楽しかったです。 
・同じ国立大の職員で課題や共通点を認識する事や共有する事が出来て、良かったと思います。またモチベーションの高い参加

者が多いので、今後の業務での意識改革ができたのではないかと思います。このような機会を作っていただき、ありがとうご

ざいました。 
・おつかれさまでした。２日間有意義に過ごせました。ありがとうございます。 
・以前参加させていただいた先輩からのすすめで今回参加させていただきました。会のスムーズな運営状況を見て、実行委員の

方の努力が伝わってきました。全国の方がこれだけ集まり語り合う場というのは、なかなかない機会だと思います。運営に興

味があると話したところ、委員の方々に是非やろうとのお誘いを受けたので、来年の業務状況を見て前向きに検討したいで

す。（○○さん、○○さんを引きずり込みたい…）今回は本当にありがとうございました。 
・たくさんの人と話をすることができ、勉強になりました。ありがとうございました。 
・実行委員の皆様におかれては、大変お疲れ様でした。色々と表に見えてこない苦労も多くあったと思いますが、しっかりとし

た運営体制であったと感じています。ありがとうございました。 
・今回は参加させていただき、ありがとうございました。 
・参加費の支払いが遅れ、ご迷惑をおかけしてすみませんでした。初参加で不安でしたが、色々なことを学べて、参加してよか

ったと思っています・ありがとうございました。 
・非常に楽しい２日間となりました。ありがとうございました。 
・２日間お疲れ様でした。これだけの会議を企画するのは大変な苦労だったと思います。企画員さんや他の方のモチベーション

を分けてもらえました。 
・充実した２日間になりました。ありがとうございました。 
・振り返って整理するほどに良い気づきがある予感がしています。ご尽力いただき、ありがとうございました。 
・多くのつながりを作り、考え方を広げていくとても良い会でした。ありがとうございました。 
・大変有意義な時間となりました。企画・運営の程ありがとうございました。 
・新しい視点を知ることができ視野が広がりました。ありがとうございました。パンおいしかったです。 
・色々な人の話を聞くことができ、とても勉強になりました。ありがとうございました。 
・視野は確実に広がったし、モチベーションもあがりました。ありがとうございました。 
・２日間ありがとうございました。 
・お疲れ様でした。とても良い経験となりました。 
・大変ためになりました。ありがとうございました。 
・お忙しいところ、素敵な会をありがとうございました。輝くみなさん、悩む戦うみなさんとお会いし、私もこれからまだまだ

がんばらねば、と思うことができました。 
・本当にお疲れ様でした。無事完備して下さってありがとうございます。 
・準備運営等々ありがとうございました。 
・ご準備、本当にお疲れさまでした。ありがとうございました。 
・実行委員、サポーターの皆さんお疲れさまでした。運営に携わったことがあるものとして、今後もつながっていければと思い

ます。 
・実行委員の皆様、運営お疲れさまでした。良い会議に参加させていただきました。会議を通じて得たことを、本学に戻って

日々の業務の中で活かしていきたいと思います。 
・課題や職員としてできることをじっくり考える機会があまりなかったので、いい機会になりました。今後の業務に活かせそう

な意見をたくさん聞くことができたので、目標が実現できるようがんばりたいと思いました。ありがとうございました。 
・大変良かったです。やる気のある職員の熱気を感じ、足を運んでよかったと思います。 
・ありがとうございました 
・初参加でしたが、普段あまり考えられないこと、考えていなかったことなどについて考え、発表し、他の人の意見を聞くこと

ができて有意義で濃密な 2 日間を過ごすことができました。企画・運営してくださった実行委員・サポーターの皆さんありが

とうございました。 
・ご多忙の中の準備ありがとうございました。 
・会議の準備、運営お疲れさまでした。 
・今回はサポーターとしても運営の方には大変お世話になりました。 

 

○学びがあった（視野が広がった、モチベーションが上がった、刺激を得た 等） （12 件） 
・長い間この２日間のために準備されてきたことと思います。本当にお疲れ様でした。みなさんとお互いに考えを話し合って多

くの気づきを得られました。ありがとうございました。【再掲】 
・同じ国立大の職員で課題や共通点を認識する事や共有する事が出来て、良かったと思います。またモチベーションの高い参加

者が多いので、今後の業務での意識改革ができたのではないかと思います。このような機会を作っていただき、ありがとうご

ざいました。【再掲】 
・たくさんの人と話をすることができ、勉強になりました。ありがとうございました。【再掲】 
・参加費の支払いが遅れ、ご迷惑をおかけしてすみませんでした。初参加で不安でしたが、色々なことを学べて、参加してよか

ったと思っています・ありがとうございました。【再掲】 
・２日間お疲れ様でした。これだけの会議を企画するのは大変な苦労だったと思います。企画員さんや他の方のモチベーション
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を分けてもらえました。【再掲】 
・新しい視点を知ることができ視野が広がりました。ありがとうございました。パンおいしかったです。【再掲】 
・色々な人の話を聞くことができ、とても勉強になりました。ありがとうございました。【再掲】 
・視野は確実に広がったし、モチベーションもあがりました。ありがとうございました。【再掲】 
・課題や職員としてできることをじっくり考える機会があまりなかったので、いい機会になりました。今後の業務に活かせそう

な意見をたくさん聞くことができたので、目標が実現できるようがんばりたいと思いました。ありがとうございました。【再

掲】 
・初参加でしたが、普段あまり考えられないこと、考えていなかったことなどについて考え、発表し、他の人の意見を聞くこと

ができて有意義で濃密な２日間を過ごすことができました。企画・運営してくださった実行委員・サポーターの皆さんありが

とうございました。【再掲】 
・初参加でしたが、いろいろな方と話せて刺激を受けました。皆様にならって改善できるよう頑張ってみたいと思います。 
・初参加でしたが、採用当初のように脳から煙が出るような状態になりました。 
 

○楽しかった （４件） 
・最高に楽しいメンバーで、最高に楽しいコクダイパンを運営できて楽しかったです。 
・とっても楽しかったです。いつのまにかカップケーキが下げられていたのが、ちょっと悲しかったです・・・。 
・とても楽しかったです。ただ、もう少し空港等から近い場所で開催を希望します。 
・非常に楽しい２日間となりました。ありがとうございました。【再掲】 
 

○人とのつながり （２件） 
・良い意味で「意識が高い」同業の人と交流ができ、とても良い機会でした。学んで終わりにせず、今後の行動に移していきた

いと思います。 
・多くのつながりを作り、考え方を広げていくとても良い会でした。ありがとうございました。【再掲】 

 

○改善点 （２件） 
・ＫＪ法やりすぎ、企画が盛り込み過ぎなので、もっと整理して欲しかった。 
・建物内に紙で案内がなかったのは分かりずらかったです。 

 

○実行委員を検討したい （1 件） 
・以前参加させていただいた先輩からのすすめで今回参加させていただきました。会のスムーズな運営状況を見て、実行委員の

方の努力が伝わってきました。全国の方がこれだけ集まり語り合う場というのは、なかなかない機会だと思います。運営に興

味があると話したところ、委員の方々に是非やろうとのお誘いを受けたので、来年の業務状況を見て前向きに検討したいで

す。（○○さん、○○さんを引きずり込みたい…）今回は本当にありがとうございました。【再掲】 

 

○その他 （４件） 
・記名式アンケートである必要性はありますか？ 
・とても充実した２日間でした！ 
・パンおいしかったです。 
・そろそろ引退 

 

非常に多くの参加者から、実行委員へのお礼・ねぎらいの言葉がありました。実行委員会として改

めて感謝申し上げます。また、得られるものがあったというコメントも多くの参加者からいただきま

した。参加者にとって、少しでも有意義な会議になるよう準備を進めてきましたので、非常に嬉しく

思います。その他にも、コクダイパン会議を通じて、このような全国規模のイベント運営に興味をも

ち、実行委員を検討したいという意見が出されるなど、参加者に前向きな様々な影響を与えているこ

とを窺い知ることができ、実行委員会としては非常に嬉しいことです。 

 

なお、アンケート項目３－５でのコクダイパン会議の企画・運営スタッフになることに興味がある

かという質問に対し、「ぜひやってみたい」は１名（１％）、「興味がある」は 22 名（20％）の回

答がありました。本務の傍ら、このような大がかりなイベントの企画・運営に携わることには相当の

勇気と覚悟が必要とされる中、これだけの積極的な回答があったことは、この会議自体の今後に向け

ての新たな一歩であるとともに、国立大学の未来に向けてのポジティブな一歩が踏み出されようとし

ているのではないでしょうか。 
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5. 終わりに～謝辞～ 
 

第９回コクダイパン会議は、会議運営に多大なるご尽力をいただきました、会場校である一橋大学

の皆様、サポーター、事例紹介者、分科会司会役、タイムキーパーなどの皆々様のおかげをもちまし

て、特段大きなトラブルに見舞われることもなく、無事終了することができました。この場を借りま

して厚く御礼申し上げます。また、参加者や実行委員に対し有形無形の支援をしてくださっている各

所属機関の皆様、ご家族の方のご理解、ご支援のいずれが欠けても、コクダイパン会議の成功はあり

ませんでした。改めまして、関係する皆様に御礼申し上げます。 

 

ここに、第９回コクダイパン会議の報告書が完成いたしました。今回の会議では、国立大学が抱え

る課題に対し自分はどのように関わっていくのかについて考え、参加者の皆様に「行動目標（Pan 宣

言）」を作成していただきました。各自の Pan 宣言と合わせて本報告書をご覧いただき、日々の取り

組みにご活用いただけましたら、実行委員一同幸いです。 

 

参加者のみなさまに回答していただいたアンケートを拝見すると、モチベーションアップに繋がっ

たという方や、いただいたアドバイスを早速実行しますという方、周囲の人にもコクダイパン会議を

広めたいという方々がいらっしゃいました。一方で、２日間の限られた時間の中にやりたいことを詰

め込んだため、前後のワークの繋がりが悪く考えにくかったという方や、時間が足りなかった方、そ

れまでのワーク内容をうまく Pan 宣言に反映できなかったという方々もいらっしゃいました。実行委

員の準備に至らないところもあり、その反省を次回以降に引き継いでいきたいと思います。 

 

 発足当初は「決起集会」であったコクダイパン会議は、回数を重ねるごとに次第にその性質や求め

られているものが変化してきたように感じています。近年では入職後間もない方や初参加の方が多数

を占めています。この状況も踏まえつつ、今後コクダイパン会議自体がどのような方向に進んでいく

べきかを考える時期に来たのだと思います。 

 

 最後になりましたが、皆様の今後益々のご活躍を祈念し、簡単ではありますが謝辞とさせていただ

きます。来年もまたどこかの国立大学で皆様とお会いできること、そして今回の会議で出会った皆様

は所属機関での業務においても繋がりを持ち続けていただけることを願っております。 
 



No. Pan宣言

1
大学の業務をあらゆる視点で見られるようになるために、様々な部署のメンバーを集め、情報交換を行う勉強会を
企画します！

2
大学をさらに魅力的にするために、学び（自身の能力向上）、つながり（学内とのつながり）、広がり（学外へのひろ
がり）を大切にします！

3
出向の経験を大学に還元するために、①大学：現状・課題を把握し、②JSPS：日本の高等教育の仕組み・状況を
理解し、③海外：良い面を吸収できるよう常にアンテナをはってお仕事します！

4 大学の国際性向上に資するために、学内の研修には可能である限り出席します！

5
①学生のために、笑顔で対応します！
②業務改善のために、業務に必要な知識を勉強します！

6 高エネルギー加速器研究機構の活性化のために、KEK未来セミナーの開催につなげられるよう努力します！

7 業務効率化のために、非効率要因を洗い出し、ルーティーンを含めた前例の見直しをします！

8 仕事と私生活を充実させるために、専門知識・行動力を身につけ、業務の見直しをします！

9 学生が本当にやりたいことをしてもらうために、多様性を受け入れ、視野を拡大します！

10
大学の強み・特色を把握して、自身の業務の中から貢献できることを見つけるために、いろんなもの（会議資料・
web・広報誌・上司や同僚との会話etc.）から常に情報収集し、知識を蓄えます！

11 変化に対応できる柔軟な大学職員になるために、失敗を恐れず、向上心と興味・関心を持って仕事をします！

12 自然科学研究機構会計に関するスキルを向上させ、同僚に頼られる存在になります！

13

大学職員としても知識・能力の引き出しを増やすために、
・大学で起きていることを知る（HPやニュース、学内の他の職員から）

・大学職員として必要な知識の勉強

・多くの人とかかわる（積極的にコミュニケーション）

14 自分の業務・行動が周り、大学、社会へ波及するために、目・鼻・耳・口・心をバランスよくレベルUPします！

15
大学が将来果たすべき様々な課題に取り組むために、情報収集や分析、業務の見直しを行い、大きくは大学改革
を目指します！

16
今の業務内容にとらわれすぎないようにもっと発想力・想像力を高めていくために、大学内外いろいろな人と話を
し、話を引き出せるように努力します！

17
大学職員の可能性を感じる、もっと面白いと思うために、自分の大学のことを知り、人に説明できるように（大学の
HPを毎日見る、広報誌を読むetc.）なります！事務だけではなく、他の仕事もできるようにします！

18
古い慣習にとらわれて若手職員がモチベーションを失うことなく業務に取り組める環境をつくるために、「言うべきこ
とは言う」、「悪い空気は読まない」方針で業務に取り組みます！

みんなのPan宣言

分科会Ⅲターム３において参加者のみなさんに書いていただいた行動目標、「Pan宣言」を集めました。2日
間の取組みを振り返り、個人の行動目標に落とし込むことは、簡単な作業ではなかったと思いますが、参加者
一人一人の決意が表れています。参加者が2日間でどんなことに気づき、何を目指していこうとしたか、参考
にしてみてください。

6. 資料



No. Pan宣言

19
大学の国際化（留学生の受入、送出、外国人研究者の受入等）に対応していくために、語学力を含めて国際性・多
様性を身に付けます！

20 職員・教員・学生の橋渡し役となるために、図書館アルバイトの学生と飲み会を開催します！

21
業務量が増加し、業務が複雑化されていくなか、その業務を次々と処理していくために、大学のことを幅広く知り、
愛校心を持ったプロ職員を目指します！

22 いつでも大学が笑顔でいられるように、成長し続けます！

23
業務の質を高めたり、新たなプラスの仕事を考えていく時間を作るために、ルーチーン業務をより効率化できるよう
業務手順を見直します！

24 機構の発展に資するために、職員・教員とのコミュニケーションを軸に、課題把握及び解決に尽力を尽くします！

25 転職のために、資格取得の勉強をします！（とりあえずは英語から）

26
学生たちの楽しい学生生活のために、学生が頼れる職員（○○課の○○さん）になれるよう、得意分野（コミュニ
ケーション・語学）のスキルアップします！

27 学生を知るために、学生をまきこみ、学生主導で、俗人化されないイベントの開催を目指します！

28
職場に存在するムダを省き、スマートな環境を構築していくために、まずは職場にいる志の高い人、高いスキルを
持った若手を巻きこみ、身のまわりの業務を効率化し、そのデータをチクセキしてマニュアル化します！

29 下の世代が行動できる環境を整えるために、メーリングリストや掲示板などの情報発信できる場を作ります！

30
いい意味で図太くなるために、来た仕事は始めに５分見てちょっとだけでも手をつけ、ToDoリストノートに記録し忘
れないようにするとともに、必要な仕事が終わったら迷わず帰宅します！

31 大学の強みを理解するために、教員や学生の立場に立って思考します！

32 親しみやすい職員になるために、常に余裕を持って優雅に仕事します！

33 毎日わくわく仕事に行くために、今置かれている状況（大学・地域・人）を知り、活用し、できることからはじめます！

34
①業務の複雑化、負担増加に対応していくために、
業務の仕方、効率を意識し仕事の処理能力を向上させます！
②大学の課題や大学職員の在り方について今後も勉強していくために、
学内で勉強会を開きます！

35 後悔しないために、やったほうがいいと思うことはやるようにします！

36
①自分の気づきを他人へ発信するために、
ちょっと口をはさむ人になります！
②他大学・他業種の人とのコミュニケーションをつなぐために、
自分から連絡を取ってみます！

37
みんなが楽しく働けるような環境をつくるために、相手を理解し、話すことを理解し、うけとめきってから、一緒に考
えることをします！

38
他人へのはたらきかけが出来る人になるために、行動力を身につける！（自分発信）

人脈を広げます！

39
①コクダイパン会議で得た、知識や仕事術、モチベーション向上の手段を活用するために、自大学へ持ち帰り同期
や若手層と情報共有します！
②コクダイパン会議でできたつながりを維持するために、名刺交換した方へ連絡をとります！（Facebookも）



No. Pan宣言

40 自分の大学を好きになるために、ホームページを毎日チェックします！

41 組織に対する影響力を高めるために、業務及び他職員への理解を深め、また、自ら止めることなく成長します！

42
組織を運営する人の視点や事務職員への要求を学ぶために、半年に一回をメドに、経営トップと懇談する機会を
確保することに向けて行動します！

43 将来の自分と学生と大学のために、学びつづける職員になります（英語・アクセス・他部署のこと）！

44

大学の空気を変えていく職員となるために、
・コスト意識を持つ

・多様な経験をする

・学ぶことをやめない

以上の３つを実行していきます！

45
複雑化する大学業務に対応できる大学職員のプロフェッショナルになるために、教育機関で働いている自覚を持っ
て働きます！

46
向上心をもって業務を遂行し、組織の発展や社会貢献（大学の特徴）に資するために、他大学との情報共有を図り
様々な視点から課題解決に取り組みます！

47

国立大学のグローバル化のために、ハラルフード、国際学生寮、デュアルディグリー・ジョイントディグリー、渡日前
入試等の進め方を検討している事項について、

①学内での国際関連部署との勉強会

②他大学の皆さんとの情報共有

を行い、具体化します！

48
所属機関が社会の要請に応え、必要とされる存在であり続けるために、機関に関係する人々（教員、職員、ユー
ザー等）の声に耳を傾け、とりまく環境を冷静に見つめ、改善すべきところは少しずつでも、アイデアを行動にしま
す！

49 学内外とのつながりを作るために、勉強会の情報を集めます！

50
大学職員として成長し、可能性を広げていくために、仕事とも、大学に関わる人々とも楽しんでつながっていきま
す！

51
留学生が大学に親しみを持ってくれるため、更に自らの語学力UPのために、1日あたり10人の留学生に英語また
は中国語で会話をするように努力します！

52 自分の大学の発展に貢献できる職員となるために、もっと自分の大学について勉強します！

53
仕事で遊び心を持つために、ワクワクしに出かけます！

ex.アウトドア、行ったことがないところに行く　etc..

54 自分自身のキャリアUPのために、語学、その他業務につながる事柄を勉強します！

55
大分大学を地域にねざした大学とするために、大学のことを知り、一広報活動員として学外に向けて大学の宣伝
をします！

56
後任育成のために、一緒にひとつひとつの仕事が何のためにやるものなのかを確認し、その過程で生じる課題に
ついて解決方法を考えることを習慣化します！

57
大学職員という仕事と大学への愛をもっと深めるために、柔軟な気持ちでたくさん学び、「知識」と「つながり」を拡
大します！

58 全国の大学に関わる人達のために、自分の大切な人と同じように接します！



No. Pan宣言

59 窓口にくる学生のために、笑顔で仕事します！

60 大学で「研究していること」を知らしめるために、まずは「研究内容を知ること」からスタートします！

61
より幅広い学生支援のために・語学能力の強化→英会話研修、TOEIC受験（今年こそ！）・1日30分は学習時間を
確保して、新カリキュラムなど大学の体制について自分でまとめ、勉強します！

62 自分の大学の人材育成のために若手職員という立場から、「職場を楽しく」します！

63 発想力を高めるために継続して勉強し、様々な業種の人と交流します！

64

①課や係を超えて課題を発見し解決する「文化」を大学に根付かせるために、課題解決型プロジェクトのパッケー
ジ化をします！
②研修（キャリアカウンセリング・留学カウンセリング）で得た知識・資格を活かせるようにするために、週1回平日
午後に留学カウンセリング（オフィスアワー的な）をやれないか関係者と交渉します！
③若手大学職員や学生（採用希望者）に大学職員の魅力を感じてもらうために、大学職員による大学職員のため
のフリーペーパー「PU」の発行を継続します！

65
グローバル化の流れに対応できる職員になるために言語能力の向上はもちろんのこと、異文化など多様な価値観
を理解できるようにコミュニケーションスキルを向上します！

66 会計のスペシャリストになるために会計以外も含めて勉強しつづけます！

67 大学のグローバル化に向けた教職員の英語能力向上のために人材（留学生・教職員等）を活用します！

68
問題点を共有し、もう一度自分の大学の良さを見出すために過去に自然消滅した勉強会のメンバーと勉強会を再
開し、新規メンバーを開拓する他、何か報告できるような事案に挑戦します！

69
大学が抱える諸問題の解決策を提案するために（そのための第一歩として）本部会議資料を全て何の資料か他人
（新入職員）に説明出来る位に理解します！

70
時間に余裕をつくり、ラクをするために1年目で分かっていない業務のマニュアル化・効率化をします（ゆくゆくは…
労働法改正に伴うマニュアルを事務学部向けに配布！）！

71
人と人を結び、自分が楽しみ、周囲を楽しませる存在である学内アイドルになるために周囲に色んなものを提供
し、与えます！（知識・経験・笑顔・安心感・人手・人脈・アイディア）

72
もやもやした人、心が少し疲れている人、グレーゾーンにふみ出せない人がちょっと楽しくなるように互いに共通し
て受け入れられる遊びの要素を見つけ、ホスピタリティの精神で互いの満足につながる、気づきのきっかけづくり
“話しかけ”をこれまでよりさらに広報から離れても続けていきます！

73 柔軟な対応をするために色んな人と顔を合わせて会話をし、心を通わせることができるように意識します！

74
「ただの事務屋」にならないために仕事に対して「遊び心」や「ホスピタリティ」をもってその仕事について自分の頭
で考え、取り組み続けます！

75
大学をより楽しい場に変え、構成員がイキイキ働けるようになるために大学の知を活用し、「楽しい」と「成長」が融
和した学びの場を提供し続けます！

76
The事務職員ではなく、遊び心を持ち、経営者としての視点を持ったnewタイプの事務職員となるために
学生・教職員・職場の違いなど関係なく、相互が気持ちいい仕事を行い、楽しんで仕事をします！

77
ただの事務屋にならないために係・部局にとらわれず、業務に疑問を持つと共にホスピタリティを意識し行動しま
す！

78
遊び心を持って楽しく仕事をするためにメールの署名欄で遊んだり、若手の勉強会を企画して、他部署等の知識を
深め、コミュニケーションを増やします！



No. Pan宣言

79 教員と事務職員とつなげる仲人になるために事務手続きを「見える化」（規程→マニュアル、フロー）します！

80
①グローバル化に対応するために、外国企業と契約したり、外国の教員や学生向けの英語資料を作れる程度の
英語力を取得
②財源を確保するために契約内容の見直しを行い、経費削減をします！

81
①教員、学生の求めるサービスを把握するために、相手の名前を覚える。そして口に出します！
②大学クリエーターとしてSD企画や参加、業務改善（デザインコーディネート）するために、まずは“ちょっと”やって
み（日頃から動き続ける）ます！

82 ロールモデルになるために学内外に自分の取組を発信すると共に突破力をつけます！

83
さらなるスキルアップ、見聞拡大のために他（SPOD、あさがおメーリングリスト）の研修会にも積極的に参加しま
す！

84 パンのためにPush and notice　します！

85
大学業務の高度化、業務量の増加に対応するためにさらなるスキルアップと、他の教職員との協同協調をしま
す！

86 良い意味で名前を覚えられる職員になるためにいつでも相手の目線に立って考えることを心がけます！

87
自分と人とが成長できる職員になるために自分の考えや思い、知識を外化し、業務に関する文書作成や経験を伝
達させる場をつくりだします！

88
「大学職員」のおもしろさを友達に語れるようになるために、今つまらないと思っている業務をおもしろくする工夫を
します！

89 後輩の育成、働きやすい職場環境を作るために自分自身がロールモデルとなれるよう成長し、変化します！

90 余裕を持ち、働くためにやる気を出し、準備します！

91 学生から"ありがとう"と言われるために学生カルテをアップデートし、アドバイス・サポートします！

92 モチベーションを保つ／人材育成のために大学全体のことが分かる研修会を実施します！

93
課題を解決したり、その課題について学ぶ時間を作るために業務の効率化（ルーティンワークのマニュアル化、年
間スケジュールの作成etc.）を推進します！

94 学び続けていくためにコクダイパンで学んだことをレポートに書き起こします！

95
学内のことをもっと知り、企画・立案できるようになるために学生・教員と関わる機会を増やし、自分が必要とする
知識について学んでいきます！

96 学生や教員によりよい環境を提供するために業務改善します！

97 快適な大学環境のために恐れず自分のできることを突破します！

98 部下に頼られる上司をめざすために積極的に学び、知識を吸収します！

99
自分の携わっている業務の課題を発見し、それを解決するために同じ業務をしている人たちの学内ネットワークを
つくり、課題を共有します！



No. Pan宣言

100 どんどん情報発信していくためにまずは課内勉強会で外部研修の還元(発表・報告)をします！

101
自分の目の前の業務をこなすだけでなく、大学のため、学生のため、他の職員のためになるようなこともしていけ
るような職員になるために時間がない、時間がないと忙しいことを言いわけにせずに他のことにもとりくめる時間を
作りだします！

102 業務を円滑に進めるためにフットワークを軽くします！

103
拡大する産・官・学のニーズに幅広く対応するために日々の出来事の一つひとつを学びと捉え、自発的に取り組ん
でいく姿勢を大切に　現部署では…英語（留学生・協定校対応）、多文化共生（性・宗教・同性婚etc.）　します！

104 業務内外で得た学びを活かすために課題発見の力を磨き、（小さくても）改善を積み重ねます！

105
①「大学で働くのって楽しい」と（同僚・上司に）思ってもらえるように楽しそうに仕事します！
②「大学職員、やるじゃん」と（学生さん・先生方に）思ってもらえるように「こういうこと考えてます」と臆せずに話し
ます！

106 組織のブラック体質改善のために組織に対する提案書を作成します！

107
窓口で学生と直接関わる、最前線に立つ者として、持ち込まれる課題の多様化に対応するために新たな課題を理
解（学内外の研修へ積極的に参加）し、対策の企画・提案をします！

108

「楽しく・ゆるく・熱く」の職場づくりを目指すために、
○学内で若手自主研修（学生との共同プロジェクト）を実施
○学外とのネットワーク形成
に向けて活動します！

109 さまざまな変化に見合うために向上心とコミュ力で一つ上のステップに行きたいと思います！

110
財務・経営に悩む大学のために自分が所属する研究科の教員にも問題解決への相談をし、一つでも多くの機関
のお悩み解決の手伝いをします！

111 自分の名札（看板）をつくるために今まで以上に今の業務に精通する自助努力をします！

112 仕事に余裕を持って働いていくために朝の時間を使ってマニュアル化を進めていきます！

113 グローバル化に対応するために語学（英語）の学習と異文化理解のために外国に行きます！

114 学生・教職員のために研究活動の活性化につながる施設整備をします！

115

将来的に研究所の内外をつなぐ人材になれるようにするために、
○内外で信頼感を獲得できる人材に成長
○内部（研究内容の把握）への理解を深める取り組みを
します！
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1111．．．．目目目目的的的的・・・・概概概概要要要要 

法人化後の平成19年7月15日、国立大学の将来に危機感を抱いた全国の一般職員有志により、

国立大学の将来像や国立大学が直面する課題を議論し、具体的方策を見出していく自発的な活動

が行われました。これが現在まで続いている「国立大学一般職員会議」の基礎となっています。 

 国立大学一般職員会議では、将来の国立大学法人を担う私たち一般職員（係長級以上を除く職

員）が、全国各地より自発的に集まり、現在直面している様々な課題や、これから求められる国

立大学職員像などについて全国の仲間とともに考えていきます。 

 職歴や担当業務が異なる全国の一般職員との議論や交流を通じて、様々な視点から課題解決に

向けたアプローチや具体的な解決方法等を模索することで、明日からの自分自身が大学職員とし

て少しでも成長することができる“きっかけ”を得ることができればと思います。 

 本会議では、参加者一人ひとりが将来の国立大学のキーパーソンとなるべく、自分自身におい

て必要な資質を考え、培い、行動していくための一助となるような自己研鑽の機会となること、

また、参加者相互の協力や意見・情報交換のための人的ネットワークの構築・拡大を目的として

います。 

 

2222．．．．主主主主    催催催催 

 国立大学一般職員会議実行委員会（以下、実行委員会と称する） 

 〔実行委員：11 名〕 

岩村  徹 （山梨大学）、江沢 美保（一橋大学）、尾城 友視（一橋大学）、 

金子 亜弥（東京工業大学）、小村 愛美（大阪大学）、高田 侑子（兵庫教育大学）、

仲井 啓吾（長崎大学）、藤原 李奈（千葉大学）、望月 晃平（東北大学）、 

矢野 由佳（京都大学）、渡辺  愛 （埼玉大学） 

※ 実行委員会は、以上の国立大学法人一般職員有志による自発的な組織です。 

 

 

3333．．．．日時日時日時日時・・・・会場会場会場会場 

 〔日時〕 

1 日目：平成 27 年 10 月 10 日（土） 13：50 ～ 18：50（予定） 

2 日目：平成 27 年 10 月 11 日（日） 08：50 ～ 14：30（予定） 

※ 1 日目の会議終了後に懇親会を行います。 

※ 2 日目の昼食は実行委員会で準備します。（パンと飲み物を予定しています。） 

 

第第第第 9999 回回回回    国立大学一般職員会議国立大学一般職員会議国立大学一般職員会議国立大学一般職員会議 

““““Pan can do it !!Pan can do it !!Pan can do it !!Pan can do it !!～～～～自分自分自分自分のののの仕事仕事仕事仕事がががが未来未来未来未来をををを変変変変えるえるえるえる～～～～”””” 

実実実実    施施施施    要要要要    項項項項 
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 〔会場〕 

   国立大学法人 一橋大学  

   〒186-8601 東京都国立市中 2-1（参照 URL：http://www.hit-u.ac.jp/） 

   ※ 受付及び全体会会場： 

国立西キャンパス 如水会百周年記念 インテリジェントホール 

   ○ 交 通 案 内：http://www.hit-u.ac.jp/guide/campus/kunitachi.html 

   ○ 建物配置図：http://www.hit-u.ac.jp/guide/campus/campus/ 

（会場は 5 番「別館」内） 

 

        ＝＝＝＝宿泊施設宿泊施設宿泊施設宿泊施設のののの予約予約予約予約についてについてについてについて＝＝＝＝ 

開催期間中は、会場校近隣での大型イベント等はなく、交通の混雑等の恐れは少ないか 

   と思いますが、一橋大学の最寄駅である国立駅周辺には宿泊施設がない為、JR 中央線沿線 

などを含め、お早めに予約をお願いします。 

 

4444．．．．参加対象者参加対象者参加対象者参加対象者    

国立大学法人に所属する一般職員    

※ 本会議において、一般職員とは、係員・主任級の職員を意味し、係長級以上は除きます。 

※ 文部科学省や日本学術振興会など、関係団体へ研修・出向中の方も含みます。 

 

5555．．．．主主主主なななな内容内容内容内容    

現在、国立大学を取り巻く環境は日々変化しており、各大学においては自らの強み・特色を最

大限に生かし、更なる発展の仕組みを構築するなど、持続的な競争力と高い付加価値を生み出す

ことが求められています。そのような状況下においては、我々国立大学職員も日々の業務を通じ

て、自ら積極的に大学の発展や社会貢献等に資することが必須であると考えます。 

しかし、求める理想がある一方で、「日頃の業務に追われ、漫然とこなすばかりで、広い視野を

持って前向きに取り組むことができていないのではないか」と自分自身への問題意識を持つこと

も一つの現状なのではないでしょうか。そのような状況に対し我々実行委員は、主体的に働くこ

とによって「やりがいと誇り」を持つことで、現状を打破し、個々人が理想とする大学職員に少

しでも近づけるのではないかと考えました。 

そこで、第 9 回となる本会議では、『Pan can do it!!～自分の仕事が未来を変える～（Pan=パン

とは、「一般職員」の略称）』をテーマに、全国から集まった仲間とともに、国立大学の現状や課

題についての議論を通じて客観的に大学職員が置かれている状況を捉え、他大学で主体的に活躍

している一般職員の事例を学ぶことで、参加者それぞれが現状に抱えている課題解決へのヒント

を得、また職員としての可能性を改めて認識したいと思います。そして、主体的に活動できる“き

っかけ”として、明日からの自分の行動目標を考えます。 

実行委員会では、参加者がこの会議後に個々人で定めた行動目標を実践することを通じて、自

らの仕事に「やりがいと誇りを持った」大学職員すなわち、今後の国立大学を支えていくキーパ
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ーソンとなり、自らの業務を通じて国立大学の未来をより良いものに変えていくことに期待した

いと思います。 

 

〇1 日目 

1. アイスブレイク 

少人数グループに分かれ、事前に設定したテーマ（後日発表）について順番に発表し、

共有します。その後、数名の方に参加者全員の前で発表していただきます。参加者による

意見の多様性や所属機関の特色を知る機会になるとともに、2 日間のプログラムの導入及

び分科会での議論に向けた準備運動と位置づけています。 

 

2. 分科会Ⅰ 

 テーマ別に分かれ少人数のグループディスカッションを行います。国立大学を取り

巻く諸課題について、参加者自身が興味のある分野を端緒に、展望・課題など様々な

視点から議論を行うことで、国立大学の現状を把握するとともに、国立大学職員とし

て必要とされる能力・役割などを考える機会とします。 

なお、テーマについては、後日参加申込者に対してお知らせし、複数のテーマの中 

から分科会Ⅰで議論したいものを選んでいただきます。詳細につきましては、参加申 

込用紙にご記入頂いたメールアドレスに連絡するとともに、ホームページ等でお知ら 

せします。お知らせの時期は 8 月上旬以降を予定しています。 

 

3. 分科会Ⅱ 

複数の参加者に、実際に課題解決・改善等に向けて取り組んだ事例報告をしていた

だきます。発表とその後の質疑応答を通じて、国立大学職員としての可能性や課題解

決に向けたアプローチやヒントを学び、発見する機会とします。また、全国の仲間の

具体的な活動事例を知ることで参加者が自ら動き出す“きっかけ”を得ることが期

待されます。 

 

〇2 日目 

4. 分科会Ⅲ 

 1 日目の知見や気づきを踏まえてディスカッションを行い、グループ内で「大学職

員募集要項」を作成するというワークを行います。その後、作成した「募集要項」の

発表会を行うことで、他のグループから新たな発見を得るとともにグループ内におけ

るまとめを確かなものとしていきます。 

 そして最後には、個人で今までの学びや気づきを振り返りながら、国立大学が抱え

る課題に対し、自分自身がどのように関わっていくのか、より具体性を持った行動目

標を確立していきます。 
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5. 全体会 

 2 日間の議論を振り返り、数名の参加者から行動目標を発表していただきます。自

らの目標を意識し、主体的に取り組んでいくことを通じて、自身の業務で大学を変え

ていく、「やりがいと誇り」を持った国立大学職員となる未来への第一歩を踏み出し

ます。 

 

6666．．．．参加申込参加申込参加申込参加申込 

国立大学一般職員会議ホームページ（http://kokudaipan.info/）の「APPLY」のページに

掲載されている「参加申込用紙」に必要事項を記入し、実行委員会メールアドレス

（info@kokudaipan.info）までお送りください。 

申込用紙の受付期間は、平成平成平成平成 27272727 年年年年 7777 月月月月 9999 日日日日（（（（木木木木）～）～）～）～7777 月月月月 28282828 日日日日((((火火火火））））18181818：：：：00000000 です。 

 

7777．．．．参加費参加費参加費参加費（（（（事前振込事前振込事前振込事前振込）））） 

〔会 議 費〕1,500 円（1 日目のみ参加の方に限り、1,000 円） 

〔懇親会費〕3,000 円（参加希望者のみ） 

 ※ 会議費は、資料の印刷費、グッズの作成費等、運営のための必要経費です。 

 ※ 会議費には、2 日目の昼食代 500 円を含んでいます。 

 

8888．．．．参加費参加費参加費参加費のののの納入期間及納入期間及納入期間及納入期間及びびびび方法方法方法方法 

〔納入期間〕平成 27 年 7 月 9 日（木）～8 月 4 日(火） 

〔納入方法〕下記の手順で納入してください。 

1.  上記 6．参加申込に従い、「参加申込用紙」に必要事項記入のうえ送信する。 

2.  コクダイパン会議実行委員会から ID が記載された申込受理メールを確認する。 

3.  申込受理メールから 1 週間以内に下記の振替口座に参加費を振り込む。 

※ 振込の際は、通信欄に ID を記載し、お名前と併せて所属機関名をご記入下さい 

（通信欄がない場合は、お名前及び所属機関と併せて ID を記入してください）。 

※ 振込後に受領した「振替払込請求書兼受領書」または「ご利用明細票（振替受 

付票）」などは念のため保管しておくようお願いします。 

 

＝＝＝＝注意事項注意事項注意事項注意事項＝＝＝＝    

� 参加費納入にかかる手数料については、参加者負担でお願いします。 

� 参加申込を受理した場合であっても、参加費の振り込みがない、または、振り

込まれた参加費が不足していた場合、参加申込を取り消させていただく場合が

あります。 

� 振り込まれた参加費については、実行委員会の責めによる事由がなければ返付

いたしませんので、ご了承ください。 
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� 会議費・懇親会費ともに事前振り込みをお願いします。 

� 振り込み完了後のキャンセル及び当日の会議欠席の場合、会議終了後 1 週間以

内に実行委員会（info@kokudaipan.info）に連絡をいただければ、「着払い」

にて当日配布した資料及びグッズを送付します。 

 

  ＝＝＝＝参加費払込口座参加費払込口座参加費払込口座参加費払込口座＝＝＝＝ 

●●●●ゆうちょゆうちょゆうちょゆうちょ銀行銀行銀行銀行（（（（窓口窓口窓口窓口・・・・ＡＴＭ）ＡＴＭ）ＡＴＭ）ＡＴＭ）からからからから振振振振りりりり込込込込みのみのみのみの場合場合場合場合 

 

 

 

 

●●●●ゆうちょゆうちょゆうちょゆうちょ銀行以外銀行以外銀行以外銀行以外からのからのからのからの振振振振りりりり込込込込みのみのみのみの場合場合場合場合    

銀行名銀行名銀行名銀行名 ゆうちょゆうちょゆうちょゆうちょ銀行銀行銀行銀行 

金融機関金融機関金融機関金融機関コードコードコードコード 9900990099009900 

店番店番店番店番 229229229229 

預金種目預金種目預金種目預金種目 当座当座当座当座 

店名店名店名店名 二二九二二九二二九二二九（（（（ニニキユウニニキユウニニキユウニニキユウ））））店店店店 

口座番号口座番号口座番号口座番号 0137671013767101376710137671 

口座名称口座名称口座名称口座名称 
国立大学一般職員会議実行委員会国立大学一般職員会議実行委員会国立大学一般職員会議実行委員会国立大学一般職員会議実行委員会 

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸｲｯﾊﾟﾝｼｮｸｲﾝｶｲｷﾞｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸｲｯﾊﾟﾝｼｮｸｲﾝｶｲｷﾞｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸｲｯﾊﾟﾝｼｮｸｲﾝｶｲｷﾞｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸｲｯﾊﾟﾝｼｮｸｲﾝｶｲｷﾞｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ 

 

9999．．．．今後今後今後今後のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ 

＝＝＝＝重要重要重要重要＝＝＝＝ 

本会議に関する連絡はすべてメールにより行い、「参加申込用紙」に記入頂いたメールア

ドレス宛てに送信します。また、資料等の事前送付のため、メールにデータファイル（圧縮

されたファイルを含む）を添付することがあります。 

そのため、「参加申込用紙」には、確実に受信できるアドレスを記入していただくととも

に、可能な限り添付ファイルのあるメールであっても受信できるアドレスとしてくださるよ

う、ご協力をお願いします。 

また、国立大学一般職員会議ホームページ及び実行委員によるスタッフブログなどを開設

しています。今回の会議に関する情報のほか、過去の会議に関する情報も掲載されています

ので、是非ご覧ください。 

H P：http://kokudaipan.info/ 

B L O G：http://blog.kokudaipan.info/ 

T w i t t e r：http://twitter.com/kokudaipan 

Facebook：http://www.facebook.com/kokudaipan 

口座記号口座記号口座記号口座記号・・・・口座番号口座番号口座番号口座番号 02200022000220002200‐‐‐‐8888‐‐‐‐137671137671137671137671 

加入者名加入者名加入者名加入者名 国立大学一般職員会議実行委員会国立大学一般職員会議実行委員会国立大学一般職員会議実行委員会国立大学一般職員会議実行委員会 
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10101010．．．．実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会のののの連絡先連絡先連絡先連絡先 

 〔メールアドレス〕info@kokudaipan.info 

 ※ 国立大学一般職員会議に関するご意見、ご質問など、お気軽にお寄せください。 

 ※ 電話や FAX 等によるお問い合わせには対応できませんので、ご了承ください。 
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★ 参加申込方法：「info@kokudaipan.info」までメールでご送付ください。《 平成２７年７月２８日(火)１８時締切 》

★ メールの件名及び参加申込用紙のファイル名は、「第９回国立大学一般職員会議申込用紙：大学名・氏名」としてください。

★ 黄色セルの項目は必ず入力・選択してください。未記入の場合は、申込を受理できない場合があります。

第９回国立大学一般職員（コクダイパン）会議【参加申込用紙】

区分

その他

会議全般

ありがとうございました。当日お会いできることを実行委員一同楽しみにしています。

※参加申込用紙に記入された内容は、国立大学一般職員会議の企画及び運営以外の目的には使用いたしません。

＜参加申込用紙は、平成２７年７月２８日（火）１８時までに「info@kokudaipan.info」までメールでご送付ください。＞

※今回のコクダイパン会議では、分科会Ⅱにおいて参加者の方からの事例報告を予定しています（事例報告者については、後日、
実行委員会から依頼させていただきます）。事例報告は他の参加者への情報提供という点以外に、報告者自身にとっても、「自身
の取り組みの振り返り」「取り組みに対して意見等がもらえ、新たなアイデアが生まれる可能性がある」「発表をしてみる機会」
「人脈作り」といった点でメリットがあり、新たな"気づき"を得る機会になると考えております。依頼があった場合は、ぜひ前向
きにご検討ください！

氏　名（かな）

ID　※実行委員会使用欄

地　域

職　名

懇親会（１日目）参加の有無

自己紹介など、一般職員（パン）仲間へのメッセージをお願いしま
す。［100字以内］

参加
日程

参加日程

業務の中で関心がある話題，今後学びたいことをご記入ください。

プロ
フィ
ール

職　種

氏　名（漢字）

所属部署

所属機関

過去のコクダイパン会議への参加状況

年齢層（平成２７年１０月１０日現在）

大学職員としての勤務年数（○○年目、平成２７年１０月１０日現
在）（※数字のみ記入して下さい）

性　別

メールアドレス

あなたは第９回コクダイパン会議をどのような会議にしたいですか？
（会議への意気込みやご意見、ご要望等自由にご記入ください）

成功の秘訣or失敗の原
因（実行するにあたっ
て必要となった能力等
を含む）

上記の取り組みに最も近いと思われる項目を区分欄で選択し
て下さい。適当な区分が無い場合、区分欄では「その他」を
選択し、下欄に新しく区分をご記入下さい。

事例
報告
につ
いて

小さなことでも良いので、あなた(※)が大学
職員として取り組み実行した事例を、具体的
に教えてください。

※「係」や「チーム」、「ＷＧ」の一員とし
て何か取り組んだ事例も含む。

事例の発生した状況→事例を実行するまでの
過程→事例を実行するために行った個人的な
取組・工夫→最終的な結果のプロセスが具体
的にわかるよう、ご記入下さい。

実行した結果について
の自己評価

実行計画、事前の準備
（根回しや準備したこ
となど）

実行内容（何をしたの
か）

事例（タイトル）

実行前の状況、取り組
もうと思った理由

色付きの項目については、参加者名簿に掲載する予定です。

また、取得した個人情報につきましては分科会のグループ分け

など、第

（

本文にお書きいただく等してお知らせください）



■参加申込
コクダイパン会議ウェブサイトから参加申込用紙をダウンロードし、
必要事項を明記の上 info@kokudaipan.info までお送りください。

■募集期間
7月9日（木）から7月28日（火） 18:00

実施要項など、詳細はウェブサイトにてご確認ください。

Pan 
can 
do it !!

2015年10月10日（土） 13:50-18:50 （13:20-受付）

2015年10月11日（日） 8:50-14:30

主催：国立大学一般職員会議実行委員会／問合せ：info@kokudaipan.info

第９回コクダイパン会議

コクダイパンウェブサイトは
こちら↑

http://kokudaipan.info/

自分の仕事が
未来を変える

mailto:info@kokudaipan.info
mailto:info@kokudaipan.info
http://kokudaipan.info/

